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トウダイグサ科の多年草で草丈は３０～
４０㎝になり、山林に下草として生える。雌
雄異株。４月～７月に茎の先端に小さい花
がいくつか並んで咲くが、花は緑色であま
り目立たない。
繰り返し分枝する地下茎は、生の時は白
いが乾燥すると変色して紫色になる。
また、ヤマアイは日本最古の染料植物で
ある。名前からは藍色の染料と思ってしま
うが、実際は緑色に染まる。藍染めに使う
植物は別の科の植物である。和名は根の色
が変化するところからついたのであろうか。

本種は早春から松の樹皮上で活動するが、
体長８mmほどの小型種であるにかかわらず、
羽の基半が朱色でよく目立つ種である。
カッコウムシ科は幼虫時代を木の材中で
過ごす種が多く、体のつくりが華奢な感じ
の割りには他の昆虫を良く捕食する。
花上で待ち伏せる種には、派手な色彩の
擬態種を含むなど、興味深い科である。
松枯れが進み、数の減少が危惧されるが、
長岡近郊ではまだ健在である。
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長
岡
で
鉄
工
業
（
機
械
工
業
）

が
発
達
し
た
の
は
、
明
治
二
十
年

代
か
ら
の
石
油
事
業
の
勃
興
が
大

き
な
要
因
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の

鉄
工
業
は
、
鉄
や
青
銅
な
ど
の
金

属
を
溶
か
し
、
鋳
型
に
流
し
込
ん

で
器
物
を
作
る
鋳
物
業
で
し
た
。

東
新
町
二
丁
目
の
神
明
神
社
に

「
奉
納
　
星
野
太
郎
右
衛
門
」
と

刻
ま
れ
た
明
治
の
初
め
に
鋳
造
さ

れ
た
擬
宝
珠
が
あ
り
ま
す
。

星
野
太
郎
右
衛
門
家
は
、
江
戸

時
代
に
長
岡
鋳
物
師
と
し
て
特
権

的
な
地
位
を
占
め
、
新
町
村
で
鋳

物
業
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
六
十

人
ほ
ど
の
職
人
を
使
い
、
越
後
の

鋳
物
師
の
な
か
で
も
最
大
の
規
模

を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
梵
鐘
や
灯

籠
を
つ
く
っ
た
り
、
日
用
品
の
鍋

釜
を
製
造
販
売
し
た
り
し
た
だ
け

で
な
く
、
長
岡
藩
の
御
用
達
も
務

め
、
戊
辰
戦
争
の
際
に
は
大
砲
二

門
を
鋳
造
し
て
い
ま
す
。

文
書
資
料
室
で
星
野
家
資
料
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
資
料
に

は
、
日
本
中
の
鋳
物
師
を
取
り
仕

切
っ
て
い
た
京
都
の
公
家
真
継
家

か
ら
の
書
状
や
鋳
物
師
の
掟
の
文

書
な
ど
が
あ
り
、
星
野
家
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、
長
岡
周
辺
の
鋳
物

師
の
こ
と
も
う
か
が
え
ま
す
。

戦
前
に
長
岡
で
つ
く
ら
れ
た
鋳

物
の
多
く
は
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
際
に
金
属
供
出
さ
れ
、
今
は
東

新
町
二
丁
目
の
神
明
神
社
の
擬
宝

珠
な
ど
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る

だ
け
で
す
。

石
油
事
業
の
衰
退
後
、
そ
の
技

術
力
を
生
か
し
新
た
な
発
展
を
遂

げ
て
き
た
長
岡
の
機
械
工
業
。
擬

宝
珠
は
小
さ
な
も
の
で
す
が
、
そ

の
輝
き
は
、
今
日
の
「
高
度
技
術

集
積
都
市
・
長
岡
」
の
原
点
と
い

え
ま
す
。

擬
宝
珠
（
長
岡
の
鋳
造
物
）

ぎ
　
　
ぼ
　
　
し

写真は神明神社の奥殿で、左にあるの
が擬宝珠です。擬宝珠とは欄干の柱頭な
どにつける飾りのことです。

▲擬宝珠（東新町2丁目・神明神社）

長岡市に、県下初の歴史系博物館としてオープンした県立歴史博物館。
昨年、８月１日の開館以来、多くのみなさんにご来館いただき、入館
者数は２月末現在で約９８，０００人となりました。誠にありがとうござい
ました。

開館１年目は、主な事業として３回
の企画・特別展、３０回の講座、３４回
の体験教室を実施し、この「県立歴史
博物館かわらばん」をご覧になった市
民のみなさんからも大勢ご参加いただ
きました。
特に、約１，２００人に参加していただ

いた講座では、４回にわたる館長講座
が人気を集め、小・中学生向けに実施
した「雪道具を使おう」では、子どもた
ちの元気な声が館内にこだましました。

また体験教室も、けんだまやお手玉
の名人に挑戦する企画や、昔の遊び道
具を作る企画などに、予想を上回る約
２，０００人が参加くださいました。
開館２年目を迎える来年度は、ます
ます館の事業を充実させていきたいと
考えています。
歴史を、見て・聞いて・触って・体験できる博物館として、今後とも
地元長岡のみなさんのご来館をお待ちしています。

問い合わせ＝県立歴史博物館
〒940－2035 長岡市関原町１丁目字権現堂
†４７・６１３５　FAX４７・６１３６
ホームページアドレス　http://www.nbz.or.jp

ぼ
っ
こ
う

ま

つ
ぎ

お
き
て

い

も
の

ぼ
ん
し
ょ
う

と
う

ろ
う

～来館者数がまもなく１０万人～

今
月
で
「
県
立
歴
史
博
物
館
か
わ
ら
ば
ん
」
を
終
わ
り
ま
すきゃしゃ

▲「信濃川講座」の野外観察で

▲体験コーナー「おじいちゃん
の遊び道具作り」で



コース�コース№� 期　　　　　日� 時　　間� 定員� 会　　　場�

４／23b、24c、25d、26e�

５／８c、９d、10e、11f�

５／15c、16d、17e、18f�

５／22c、23d、24e、25f�
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４／24c、25d、26e、27f�
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５／８c、10e、15c、17e�

５／９d、16d、23d、30d�

５／11f、18f、25f、６／１f�
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５／20a、27a

�
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�
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�

�
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�
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市役所幸町分室�

市役所幸町分室�

教育センター�

市役所幸町分室�

教育センター�

市役所幸町分室�
�

青少年文化センター�

平日午前�

コ ー ス�

平日午後�

コ ー ス�

平日夜間�

コ ー ス�

土・日曜�

コ ー ス�

40人�

40人�

20人�

40人�

40人�

40人�

20人�

40人�

40人�

20人�

40人�

20人�

40人�

40人�

20人�

20人�

２�

７�

12�

15�

３�

８�

13�

16�

４�

５�

６�

９�

10�

11�

１�
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五
十
講
座
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
コ
ー
ス
に
は
、
平
日
の
午
前
、

午
後
、
夜
間
と
土
・
日
曜
の
四
つ

が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
毎
月
市
政
だ
よ
り
で
、

二
カ
月
分
の
講
習
会
の
日
程
と
募

集
案
内
を
し
て
い
き
ま
す
。
お
近

く
の
会
場
、
自
分
に
合
っ
た
コ
ー

ス
を
選
ん
で
、
ぜ
ひ
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
で
、

講
師
の
お
手
伝
い
を
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

市
内
各
中
学
校
を
会
場
と
す
る

平
日
の
日
中
お
よ
び
夜
間
の
コ
ー

ス
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
す
。

募
集
人
数
＝
20
人
程
度

期
間
＝
５
月
〜
12
月

職
務
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
ワ
ー
プ
ロ
文
書
の
作
成
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
、

電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
の
指

導
の
補
助

応
募
資
格
＝
平
成
13
年
１
月
１
日

現
在
、
20
歳
以
上
（
学
生
を

除
く
）
で
、
パ
ソ
コ
ン
機
器

等
の
操
作
に
精
通
し
、
市
内

各
中
学
校
へ
通
う
こ
と
が
で

き
る
人

試
験
日
＝
３
月
19
日
b
（
面
接
お

よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
の

実
技
）

申
し
込
み
＝
３
月
15
日
e
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
生
涯
学

習
・
体
育
課
Ｉ
Ｔ
講
習
推
進

室
（
柳
原
分
庁
舎
内
）
†
32
・

０
６
７
２
へ

す
。
パ
ソ
コ
ン
を
基
礎
か
ら
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
、
や
さ
し
く
、
わ

か
り
や
す
い
講
習
会
で
す
。

四
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、

市
役
所
幸
町
分
室
や
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー
、
市
内
各
中
学
校
、
教

育
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
民
間
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
等
を
会
場
に
約
二
百

四
月
か
ら
開
催
す
る
「
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
」
の
受
講
生
の

募
集
を
始
め
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
四
、
五
月
に
市

役
所
幸
町
分
室
、
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
、
教
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
講
習
会
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
（
表
参
照
）。

こ
の
講
習
会
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
基
礎
的
な
利
用
技
能
を
身

に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
も
の
で
、

成
人
の
初
心
者
が
対
象
で
す
。

講
習
内
容
は
、
①
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
（
立
ち
上
げ
、
マ
ウ
ス

操
作
等
）、
②
ワ
ー
プ
ロ
文
書
の

作
成
（
文
字
入
力
、
漢
字
変
換
等
）、

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
操
作
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
操
作
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
検
索
等
）、
④
電
子
メ
ー

ル
の
送
受
信
で
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
各
コ
ー
ス
と

も
合
計
十
時
間
程
度
で
講
習
し
ま

３ ２
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ＩＴに関する情報をお知らせするこのコーナー。今月は
先月に引き続き「情報水道構想」（案）についてです。

Ｑ 先月号では「情報水道構想」の利用分野について、教
育分野での活用例が紹介されていましたが、ほかにはどん
な分野があり、どんな活用例が考えられるのでしょうか？

Ａ 長岡市として高速大容量の通信網を重点的に利用する
分野は、教育、防災、産業の振興の３つとしています。各
分野の目標や具体的な活用例は次のとおりです。

＜防災分野での活用例＞

＜産業の振興分野での活用例＞

Ｑ＆Ａ⑥ What is "IT"?
～下水道に光ファイバーを～

分　　野�

教　　育�

防　　災�

�
産 業 の�
振　　興�

目　　標� 活　　　用　　　例�

�
個性豊かな人
材を育てる教
育環境の整備�

安心・便利な
ライフスタイ
ルの創出�

�
地域経済の活
性化�

市内の高等教育機関（２大学、
１短大、１高専）間や市内小中
学校間をネットワーク化した多
様な教育情報の提供や幅広い学
習機会の提供�

防災拠点施設と家庭・企業を結
んだ防災・気象情報の共有や双
方向のやりとり�

既存企業のＩＴ化促進、ＩＴ関
連産業およびベンチャー企業の
誘致・育成、産学連携による研
究・実験・共同事業化の推進�

ライブカメラ
インターネット

長岡市情報水道

長岡市情報水道

情報水源地
ビデオサーバー

・河川のはんらんや浸水、雨水の排水状
況、降雪・降雨の状況、道路状況をリ
アルタイムで見ることができる。
・地域情報、気象情報をリアルタイムに
見ることができる。

・産学連携、異業種交流
プロジェクトの促進
・企業間情報通信による
企業間ネットワークの
強化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

成
人
の
初
心
者
を
対
象

受
講
料
は
無
料

１２
月
ま
で

2
5
0
講
座
を
開
催

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習
会
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

子どもや孫たちと
電子メールを楽しみたい！

今までパソコンを使ったことはありませんが、
対象が初心者ということなので、ぜひ受講しよ

うと考えています。離れて暮らしている子どもたちや孫たちと電子メ
ールをやり取りしたり、パソコンを通して、家にいながらにして、県
外や地域の友達と交流ができればと楽しみにしています。

●申し込み ３月12日bから住所、氏名、年齢、電話番号、希望のコース№を生涯学習・体
育課ＩＴ講習推進室†３２・０６７２へ連絡してください（受付は電話のみ）。各コースとも定員
になり次第締め切ります。

t受講を希望している
長岡市老人クラブ連合会事務局長の廣川芳夫さん

4、5月のインターネット講習会



り
、
関
心
が
高
ま
る
こ
と
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
芸
術
・
文

化
を
鑑
賞
す
る
こ
と
は
、
日
常
と

は
違
う
世
界
を
味
わ
う
こ
と
で
あ

り
、
芸
術
・
文
化
の
鑑
賞
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

対
象
は
、
市
内
の
小
・
中
・
養

護
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
、
市

内
に
住
む
高
校
生
ま
た
は
同
年
齢

の
人
で
す
。

公
演
の
鑑
賞
後
に
、
簡
単
な
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。

芸
術
文
化
振
興
財
団
で
は
、
そ
の

結
果
を
今
後
の
事
業
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

長
岡
市
は
、
芸
術
文
化
振
興
財

団
と
連
携
し
て
、
青
少
年
の
文
化

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
文
化
に

親
し
む
土
壌
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

詳
し
く
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

1
29
・
７
７
１
１
へ
ど
う
ぞ
。

長
岡
市
は
、
四
月
か
ら
、
7
長

岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
が
主
催

す
る
自
主
文
化
公
演
に
、
青
少
年

の
み
な
さ
ん
を
無
料
で
招
待
す
る

事
業
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
に
青
少
年
の
み

な
さ
ん
を
招
待
す
る
公
演
は
、
オ

ペ
ラ
、
演
劇
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン

サ
ー
ト
、
寄
席
な
ど
約
二
十
で
、

招
待
人
数
は
合
計
四
百
人
程
度
で

す
。四

月
は
、
下
欄
の
三
つ
の
公
演

に
青
少
年
の
み
な
さ
ん
を
招
待
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

無
料
招
待
事
業
は
、
青
少
年
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
芸
術
・
文
化

に
触
れ
、
親
し
ん
で
も
ら
う
機
会

を
提
供
し
、
青
少
年
の
個
性
を
の

ば
す
こ
と
が
目
的
で
す
。
さ
ら
に

鑑
賞
す
る
こ
と
で
興
味
が
わ
い
た

５
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青
少
年
の
み
な
さ
ん
を
招
待
し
ま
す
！

青
少
年
の
個
性
を
の
ば
す

こ
と
が
目
的

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

公
演
に
招
待
し
ま
す

これら３公演の一般のチケットも現在発売中！

いずれも、青少年のみなさん10人を招待し
ます。

①榊原　大アコースティックコンサート
日時＝４月７日g午後７時から
会場＝リリックホール・シアター

元Ｇ－ＣＬＥＦの榊原大さん
が、バイオリンやギターととも
にポップなステージをお届けし
ます！

②鈴木敬子フラメンコリサイタル
日時＝４月23日b午後７時から
会場＝リリックホール・シアター
本場スペインの歌い

手たちの魅惑的な歌声
に、ギター、バイオリ
ン、パーカッション奏
者たちの情感豊かな伴
奏が付くぜいたくな公
演です。

③東京フィルハーモニー交響楽団
スペシャル・ガラコンサートin長岡

日時＝４月29日-午後５時から
会場＝リリックホール・コンサ

ートホール　
開演前の「プレトーク」では、
指揮者・大野和士さんがオペラ
についてお話しします。

●申し込み＝はがきに、郵便番号、住所、
氏名、年齢、学校名、保護者氏名、電話番号、
鑑賞を希望する公演名を書いて、
〒９４０─２１０１寺島町３１５リリックホール　
青少年招待担当へ（１公演１人１枚限り）
E-mail：ticket@nagaoka-caf.or.jpでも受
け付けます（応募多数の場合抽選）
●締め切り＝３月26日b

●問い合わせ＝リリックホール1２９・７７１１

t東京フィル
ハーモニー交響楽団

▲指揮者・大野和
士さん

4 月 の 招 待 公 演

t榊原大さん

s新潟県出身で国内外で活
躍するフラメンコ舞踊家・
鈴木敬子さん

芸
術
文
化
振
興
財
団
の
自
主
公
演
に

も
し
も
の
事
態
に
備
え
、
長
岡

市
は
、
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
、
長
岡
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
「
災
害
時
に
お

け
る
緊
急
情
報
放
送
に
関
す
る
協

定
」
を
、
新
潟
県
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

協
同
組
合
と
「
災
害
時
に
お
け
る

応
急
対
策
用
備
品
の
確
保
に
関
す

る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

「
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
情
報

放
送
に
関
す
る
協
定
」
は
、
災
害

発
生
時
や
災
害
発
生
の
恐
れ
の
あ

る
緊
急
時
に
、
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か

（
放
送
周
波
数
は76.4M

H
z

）
と

長
岡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
、
市
か

ら
の
緊
急
情
報
を
放
送
し
て
も
ら

う
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
二
社
か
ら
災
害
の
状

況
に
関
す
る
緊
急
情
報
や
、
的
確

な
防
災
情
報
を
き
め
細
か
く
放
送

し
て
も
ら
い
被
害
の
軽
減
を
図
る

の
が
目
的
で
す
。

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

用
備
品
の
確
保
に
関
す
る
協
定
」

は
、
災
害
が
発
生
し
、
市
が
避
難

所
等
を
開
設
す
る
と
き
、
新
潟
県

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
協
同
組
合
が
、
応

急
対
策
用
の
備
品
（
テ
ン
ト
や
つ

い
立
、
敷
物
な
ど
）
を
必
要
な
場

所
に
運
搬
・
設
置
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
各
種
資
器
材
の
調
達
に

よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

等
避
難
所
の
環
境
改
善
が
一
層
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
ほ
か
、
医
療
や

日
用
生
活
品
の
確
保
な
ど
十
四
件

の
災
害
発
生
時
の
支
援
協
定
を
会

津
若
松
市
や
高
岡
市
な
ど
の
他
の

自
治
体
、
団
体
や
企
業
と
締
結
し
、

い
ざ
と
い
う
事
態
に
備
え
て
い
ま

す
。

４

災害や災害の恐れがある�
緊急事態の発生�

支援要請� 支援要請� 支援要請�

FMながおか�長岡ケーブルテレビ� 新潟県ディスプレイ協同組合�

ＦＭラジオ放送による
災害時被害情報や防災
情報の発信�

周波数�
76.4MHz

ケーブル網を利用した、
テレビ放送による災害
被害情報や防災情報の
発信�

CATV�
NCT9

避難所に必要なテント
やつい立てなどの応急
対策用備品の確保・運
搬・設置�

「
緊
急
情
報
放
送
」と

「
応
急
対
策
用
備
品
の
確
保
」へ

２
月
８
日
、
長
岡
市
は
、「
緊
急
情
報
放
送
」
と
「
応

急
対
策
用
備
品
の
確
保
」
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
に
、
よ
り
迅
速
な
市
民

の
安
全
確
保
と
的
確
な
防
災
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

迅
速
に
避
難
所
を
設
置

緊
急
情
報
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
で

▲調印式を終えて握手を交わす、各代表（２月８日）

災
害
に
強
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て



は
じ
め
に
「
ご
み
と
市
民
社
会

〜
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
〜
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
行
な
わ
れ
た
基

調
講
演
で
は
、
同
志
社
大
学
経
済

学
部
教
授
の
郡
嶌
孝
さ
ん
が
次
の

よ
う
に
話
し
ま
し
た
。

「
ご
み
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す

が
、
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

生
産
者
は
、
ご
み
の
出
な
い
商

品
や
長
く
使
え
て
ご
み
に
な
り
に

く
い
商
品
を
作
る
。

消
費
者
は
、
で
き
る
だ
け
不
要

な
も
の
は
買
わ
ず
に
節
約
す
る
。

そ
う
や
っ
て
社
会
全
体
と
し
て

ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
（
リ
デ
ュ
ー
ス
）
こ
そ
が
、

循
環
型
社
会
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る

の
で
す
。

ま
た
、
ご
み
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
た
上
で
、
資
源
を
節
約
す
る

た
め
、
使
い
終
わ
っ
て
今
ま
で
ご

が
有
料
化
し
て
い
る
か
ら
長
岡
も

事
務
処
理
的
な
意
識
で
や
る
の
で

は
意
味
が
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

環
境
教
育
や
啓
発
活
動
に
つ
い

て
も
討
論
が
展
開
さ
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
環
境
に
対
す
る
意
識
は
、
自

分
で
体
験
し
て
み
て
は
じ
め
て
身

に
つ
く
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
子

ど
も
た
ち
を
な
る
べ
く
外
の
自
然

と
ふ
れ
さ
せ
て
や
り
た
い
」

「
教
育
を
先
生
や
学
校
だ
け
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
、

子
供
た
ち
が
将
来
、
自
分
た
ち
の

環
境
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
し
く

み
を
、
大
人
が
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」

途
中
、
会
場
か
ら
も
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
ご
み
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
、
有
意

義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

す
る
た
め
の
施
策
を
示
し
、
そ
れ

が
国
民
に
は
支
持
さ
れ
て
は
じ
め

て
、
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」

家
庭
ご
み
の
処
理
費
用
の
有
料

化
に
つ
い
て
は
、
出
席
し
た
三
人

の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
い
ず
れ
も
「
有

料
化
は
基
本
的
に
は
賛
成
」
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
金
額
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
、

ご
み
処
理
に
お
金
が
か
か
る
と
い

う
認
識
が
薄
い
の
で
、
最
初
は
低

い
金
額
に
抑
え
て
、
段
階
的
に
上

げ
て
い
く
方
法
が
い
い
」

「
今
ま
で
税
金
で
処
理
し
て
い

た
の
だ
か
ら
、
有
料
化
す
る
場
合
、

そ
の
お
金
が
ど
う
使
わ
れ
る
か
に

つ
い
て
、
十
分
な
説
明
が
欲
し
い
」

「
有
料
化
と
同
時
に
、不
法
投
棄
対

策
も
し
っ
か
り
行
っ
て
欲
し
い
」

有
料
化
に
つ
い
て
、
森
市
長
は
、

「
ご
み
の
処
理
費
用
の
有
料
化
は
、

各
自
に
、
自
分
の
出
す
ご
み
に
つ

い
て
き
ち
ん
と
意
識
し
て
も
ら
う

こ
と
が
目
的
で
す
。
こ
の
こ
と
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
も

ら
い
、
同
意
を
い
た
だ
い
た
う
え

で
実
施
し
た
い
。
多
く
の
市
町
村

み
に
し
て
い
た
も
の
を
、
何
ら
か

の
形
で
繰
り
返
し
再
使
用
（
リ
ユ

ー
ス
）
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
ま
で
や
っ
て
、
最
後
に
ど

う
し
て
も
で
る
ご
み
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。

環
境
問
題
は
、
私
た
ち
が
お
金

な
り
時
間
な
り
、
労
力
な
り
を
使

う
こ
と
で
守
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

私
た
ち
の
世
代
の
う
ち
に
、
そ
の

役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
た
ち
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
将

来
世
代
の
人
た
ち
が
、
確
実
に
自

分
の
命
で
そ
の
代
償
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
」

「
循
環
型
社
会
を
作
っ
て
ゆ
く

こ
と
が
、
環
境
の
世
紀
と
言
わ
れ

る
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
、
私
た

ち
市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
ご
み

と
の
対
話
の
し
か
た
で
あ
り
役
目

で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
主
役
は
私
た
ち
、

７ ６
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環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

二
月
十
日
、
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、「
ご
み
の
減
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
ど
う
進
め
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
環
境

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
の
高
さ
を
反
映
し
て
、
四
五
〇
席
の
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
シ
ア
タ
ー
が
満
員
に
な
る
大
盛
況
で
し
た
。
今
月
号
で
は
、

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
は
ご
み
を

出
さ
な
い
こ
と
か
ら

循
環
型
社
会
を
つ
く
る

主
役
は
生
産
者
と
消
費
者

環
境
を
大
切
に
す
る

社
会
づ
く
り
を

ご
み
処
理
費
用
の

有
料
化
に
賛
成

「減量（リデュース）、再使用（リユース）、再生利用（リサイクル）の３Ｒが循環型社会の基本
です」と語る、同志社大学経済学部教授･郡嶌孝さん

シンポジウム参加者（写真左から）●コーディネーター･新潟日報社論説委員長･佐藤喜彦さん●パネラー･!丸共･代表取締役･金子修英さん、
恵和保育園園長･三条公子さん、ＮＰＯ法人地域循環ネットワーク役員･若井由佳子さん、森民夫長岡市長、●コメンテーター郡嶌孝さん

循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て

生
産
者
と
消
費
者
な
の
で
す
」

以
上
の
よ
う
に
郡
嶌
さ
ん
は
語

り
、
基
調
講
演
は
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

第
二
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ご
み
の
減
量
に
つ
い
て
は
、
パ

ネ
ラ
ー
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

「
ご
み
の
減
量
を
考
え
る
た
め

に
は
、
ま
ず
、
自
分
が
ご
み
収
集

場
所
へ
出
し
た
ご
み
が
ど
こ
へ
運

ば
れ
て
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
、

ト
ー
タ
ル
で
ど
れ
位
の
コ
ス
ト
が

掛
か
っ
て
い
る
の
か
を
、
各
自
が

イ
メ
ー
ジ
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
み
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
」

「
ご
み
の
減
量
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
生
産
者
、
販
売
者
、
消

費
者
な
ど
の
社
会
全
体
の
意
識
改

革
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
、
国
が
環
境
に
つ
い
て
の
将

来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
を
実
現

ご
み
の
減
量
の
た
め
に

寺
宝
町
で
は
、
全
世
帯
が
協
力
し

て
、
家
庭
か
ら
で
る
生
ご
み
を
集
め

て
た
い
肥
を
つ
く
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
減
農
薬
・
減
化
学
肥
料

栽
培
米
や
有
機
栽
培
米
に
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
ん
で
い
る
寺
宝
町
生
産

組
合
が
、
地
域
内
で
農
産
物
の
生
産
、

消
費
、
た
い
肥
化
ま
で
を
行
う
、「
地

域
内
有
機
資
源
循
環
型
農
業
」
の
実

証
試
験
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
も
の
で
す
。

三
月
末
ま
で
の
試
験
期
間
中
、
週

三
回
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
、

業
務
用
大
型
コ
ン
ポ
ス
ト
に
投
入
し
、

七
〜
十
二
時
間
を
か
け
て
た
い
肥
を

作
る
試
み
を
通
し
て
、
地
域
内
で
の

生
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

家
庭
の
生
ご
み
が

た
い
肥
に
な
り
ま
す

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

▲生ごみはたい肥化するときの効率を調べるため計っ
てからコンポストに投入します。（2月5日）

ぐ
ん
じ
ま
た
か
し



い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
生
き
生

き
と
暮
ら
し
た
い
…
。
だ
れ
も
が

そ
う
願
い
ま
す
。

あ
な
た
は
、
何
か
し
て
い
ま
す

か
？高

齢
社
会
が
到
来
し
、
長
岡
市

で
も
下
表
の
と
お
り
、
六
十
五
歳

以
上
の
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
「
高
齢
者
」
と
言
わ

れ
る
時
代
を
長
い
間
過
ご
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

歳
を
重
ね
る
こ
と
は
だ
れ
も
避

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
日

ご
ろ
の
取
り
組
み
で
、「
高
齢
者
」

と
呼
ば
れ
る
時
間
を
よ
り
豊
か
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
元
気
な
暮
ら
し
を
応
援
す
る

た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
健
康
講
座
や
趣
味
の
教

室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く

り
の
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
つ
か
ら
で

も
取
り
組
め
る
も
の
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。

何
か
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た

ら
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
各
担
当
へ
ぜ

ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

９ ８

高
齢
者
と
呼
ば
れ
る
時
間
が

長
く
な
り
ま
し
た

t
宮
本
地
区
リ
ハ
ビ
リ
教
室
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
「
ジ
ャ
ン
ボ
す
ご
ろ
く
」
で

左の表は、平成３年４月１日現在と平成13年
２月１日現在の長岡市の人口を比較したもので
す。総人口は、10年間で約６，５００人増加してい
ます。
年齢階層別に見ると、10年間で65歳以上の人

が約１０，０００人も増加していることがわかりま
す。また、人口全体に占める65歳以上の人の割
合も、10年前は13.7％だったものが18.5％にな
っています。

10年前と現在の長岡市の人口の比較�

平成３年４月１日現在� 年齢階層� 平成13年２月１日現在�

48,480人�

47,607人�

63,430人�

25,351人�

184,868人�

(26.2%）�

(25.8%）�

(34.3%）�

(13.7%）�

(100.0%）�

０～19歳�

20～39歳�

40～64歳�

65歳以上�

合計�

40,184人（－ 8,296）�

51,331人（＋ 3,724）�

64,424人（＋   994）�

35,431人（＋10,080）�

191,370人（＋ 6,502）�

(21.0%）�

(26.8%）�

(33.7%）�

(18.5%）�

(100.0%）�

健康づくりのための活動のすすめ�

いつまでも健康でいるために�
　あなたは何かしていますか？

健康づくりのための活動のすすめ�

いつまでも健康でいるために�
　あなたは何かしていますか？�

スポーツやレクリエーションについては
生涯学習・体育課にご相談ください
生涯学習・体育課1３２‐５１１０

病気の予防と健康管理については
健康課にご相談ください
健康課1３２‐５０００

趣味や、教養講座については
中央公民館にご相談ください
中央公民館1３２‐０４３７

機能訓練など、介護予防については
介護保険課にご相談ください
介護保険課1３９‐２２４５

生涯学習・体育課では、スポーツやレクリエーション
を通してみなさんの健康づくりをお手伝いしています。
また、地域での自主的なスポーツ・レクリエーション
活動も応援します。

●主な催し
出前スポーツ教室、マスター
ズ（高齢者）スポーツクラブ、
高齢者スポーツ大会、生き
がいゲートボール大会、グ
ラウンドゴルフ大会、健康
ウォークなど 健康課では、みなさんの健康管理や生活習慣病の予防

に関するお手伝いをしています。
また、検診で病気を早期に発見し、運動指導や正しい
食生活習慣の普及などで健康づくりを応援します。

●主な催し
各種健康診査、健
康相談、健康料理
教室、訪問指導、
健康づくり講演会、
健康大学など

介護保険課では、みなさんの介護予防活動のお手伝い
をします。
また、地区福祉会や社会福祉協議会の協力により、会
食サービスや、ボランティア銀行などで、みなさんの介
護予防活動を支援します。

●主な催し
訪問指導、機能訓
練室の開放、地区
機能訓練教室、老
人クラブ活動支援

中央公民館では、市民大学、各種の講座や教室、社会
教育講座などを用意しています。講座や教室については、
毎月の市政だよりのお知らせ欄をご覧ください。
人気のあるものはすぐに満員になってしいます。興味
のある講座を見つけたら早めにお申し込みください。

●主な催し
市民大学、趣味創作、
文化、教養講座など

s大島マスターズスポーツクラブで

sフランス語入門講座で

s男の料理教室で

s足腰お達者クラブで

－なにから始めたらいいのかわからない－

そんなあなたのために、代表的な市の取り組み
を紹介します。
あなたも、ぜひご参加ください。

－いつまでも健康でいるための4か条－

１．規則正しい生活
２．適度な運動
３．バランスのよい食生活
４．家族とのだんらんや地域の
社会活動への積極的な参加
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い
よ
い
よ
平
成
十
三
年
度
か
ら
、
ま
ち

づ
く
り
の
総
合
計
画
で
あ
る
「
第
二
次
新

長
岡
発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
」
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
す
。

こ
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
一
月
か

ら
二
月
に
か
け
て
延
べ
十
三
回
に
わ
た
り

「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
（
後
期
計
画
（
素
案
）

説
明
会
）」
を
開
催
し
ま
し
た
が
、多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
数
の
建
設
的
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
激
し
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
後
五
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
を
定
め
る
「
第
二
次
新
長

岡
発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
」
は
、
よ
り

充
実
し
た
内
容
に
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。平

成
十
三
年
度
は
、
こ
の
計
画
の
初
年

度
に
あ
た
り
ま
す
。
新
し
い
世
紀
を
迎
え
、

地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
地
方
自
治
体
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

都
市
間
競
争
の
激
化
、
市
町
村
合
併
の
促

進
な
ど
、
緊
急
に
対
応
す
べ
き
新
た
な
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
十
三
年
度
予
算

は
、
後
期
基
本
計
画
に
込
め
ら
れ
た
市
民

の
み
な
さ
ん
の
様
々
な
思
い
を
実
現
す
る

た
め
、
次
の
五
つ
の
項
目
を
柱
と
し
て
編

成
い
た
し
ま
し
た
。

改
革
へ
の
基
礎
づ
く
り
か
ら
、
平
成
十

三
年
度
は
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
、

行
財
政
体
質
の
健
全
化
を
図
る
年
と
い
た

し
ま
し
た
。

①
職
員
給
与
の
適
正
化

一
斉
昇
給
延
伸
の
実
施
や
手
当
の
見
直

し
に
よ
り
、
二
億
二
二
七
三
万
円
を
削
減

し
ま
す
。

②
定
員
の
適
正
化

臨
時
職
員
、
嘱
託
員
等
の
活
用
に
よ
り

一
億
一
二
五
〇
万
円
を
削
減
し
ま
す
。

③
地
方
債
発
行
の
抑
制

平
成
十
二
年
度
に
比
べ
、
発
行
額
を
一

億
九
三
〇
〇
万
円
少
な
い
三
九
億
五
三
〇

万
円
に
押
さ
え
ま
す
。

④
基
金
の
確
保

昭
和
六
十
年
度
以
来
十
六
年
ぶ
り
に
、

基
金
を
取
り
崩
さ
ず
に
編
成
し
ま
し
た
。

⑤
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
の
改
定

水
道
事
業
会
計
の
健
全
化
の
た
め
、
昨

年
度
見
送
っ
た
料
金
の
改
定
を
七
月
か
ら

実
施
し
ま
す
。
水
道
料
金
は
二
十
年
ぶ
り
、

下
水
道
使
用
料
は
、
平
成
九
年
度
以
来
の

改
定
に
な
り
ま
す
。

水
道
料
金
は
、
一
〇
・
一
五
％
（
標
準

世
帯
月
額
三
四
一
円
）、下
水
道
使
用
料
は

一
一
・
六
％
（
同
二
九
四
円
）
の
引
き
上

げ
の
予
定
で
す
。

⑥
新
た
な
行
財
政
改
善

推
進
計
画
の
策
定

平
成
十
四
年
度
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
四

年
間
の
計
画
を
新
た
に
策
定
し
ま
す
。

市
民
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
、
一
人

ひ
と
り
の
思
い
と
行
動
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
せ
る
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

長
岡
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を
活
か
し

た
独
自
の
施
策
を
進
め
ま
す
。

厳
し
い
経
済
情
勢
を
ふ
ま
え
、
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

広
域
的
な
交
流
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業
は
、「
い
き
い
き
市
民
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
九
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
ま
と
め
、次
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

森市長の市政報告（１２）

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

平
成
十
三
年
度
予
算
案
の
編
成
に

つ
い
て
、
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

こ
の
予
算
案
は
、
三
月
の
定
例
市

議
会
に
提
案
し
、
審
議
さ
れ
ま
す
。

平
成
13
年
度

▲後期計画（素案）説明会（１月16日、宮内公民館）

１
　
行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進

５
　
広
域
連
携
の
推
進

２
　
市
民
の
思
い
と

知
恵
を
集
め
た
ま
ち
づ
く
り

３
　
「
長
岡
ら
し
さ
」
を
育
て

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

４
　
景
気
対
策
と

中
小
企
業
の
振
興

図１　市債発行額、元金償還額、市債残高の推移�
（一般会計）�

市債年度末�
残高（億円）�

元金償還額�
市債発行額�
（億円）�

（年度）�

800

700
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0
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※市債残高は平成12年度と比べ、16億9,000万円減少。
　13年度末には715億円になる見込み。平成14年度末まで
　に、700億円に減らす目標は十分達成可能です。
※平成11年度は、政府資金等繰上償還に伴う元金償還額�
　および借換債を除く

市債年度末残高�

元金償還額�

市債発行額�

総　　　　　　計 …1,204億4,310万円
■一 般 会 計 ……667億2,000万円
■特 別 会 計 ……470億5,270万円
・国民健康保険 ……116億3,230万円
・と 　 畜 　 場 ………4億2,990万円
・下 　 水 　 道 ……110億3,040万円
・卸 売 市 場 ………… 8,410万円
・ス キ ー 場 ………2億1,490万円
・駐 　 車 　 場 ………1億8,570万円
・老 人 保 健 ……149億7,890万円
・介 護 保 険 …… 84億9,650万円
■水道事業会計 …… 66億7,040万円

図２　基金の状況（基金残高と取り崩し額）�
（億円）�
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基金残高�

基金取り崩し額�

※基金残高は各年度末の数値。平成12、13年度は見込みです。�
※基金取り崩し額は、各年度の当初予算額です。�

一般会計　667億2,000万円�

市税�
281億9,400万円�
（42.3％）�
�

その他�
57億2,700万円�
（8.6％）�
�

その他�
57億2,700万円�
（8.6％）�
�

その他�
25億400万円（3.8％）�
�

民生費�
141億2,700万円�
（21.2％）�
�

土木費�
113億8,600万円�
（17.1％）�
�

商工費�
91億6,600万円�
（13.7％）�
�

教育費�
81億3,900万円�
（12.2％）�
�

消防費�
28億8,700万円（4.3％）�
�衛生費�

48億5,400万円（7.3％）�
�
総務費�
56億1,000万円�
（8.4％）�
� 公債費�

80億4,700万円�
（12.0％）�
�

諸収入�
110億7,700万円（16.6％）�
�

地方交付税�
87億5,000万円�
（13.1％）�
�

国庫支出金�
44億3,100万円�
（6.6％）�
�

市債�
39億500万円�
（5.9％）�
�

県支出金�
24億8,600万円�
（3.7％）�
�

地方消費税交付金�
21億5,000万円（3.2％）�
�

歳　入�歳　出�

平 成 13 年 度 予 算 案
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旧
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
丸
大
ビ
ル
を
利
用
し

て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
、
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

女
性
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

ち
び
っ
こ
広
場
な
ど
を
開
設
し
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
が
移
転
。
休
日
、
祝

日
も
業
務
を
行
い
、
戸
籍
・
住
民
票
の
ほ

か
税
関
係
の
証
明
書
も
発
行
し
ま
す
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
様
々
な
市

民
活
動
や
交
流
の
場
、
市
民
の
憩
い
・
や

す
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す
る
セ
ン
タ
ー
の
オ

ー
プ
ン
は
平
成
十
三
年
十
月
で
す
。

市
民
活
動
団
体
の
人
材
育
成
の
た
め
に
、

研
修
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

市
民
の
日
常
生
活
に
役
立
つ
内
容
を
充

実
し
ま
す
。

生
涯
学
習
情
報
収
集
・
提
供
体
制
の
整

備
を
進
め
、
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
養
成
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
越
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
、
用
地
を
造
成
し
ま
す
。

黒
条
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
、
用
地
を
取
得
し
ま
す
。

新
た
に
山
通
地
区
を
加
え
、
五
地
区
で

推
進
し
ま
す
。

推
進
懇
談
会
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ズ
・
フ
ォ

ー
ラ
ム
・
イ
ン
長
岡
を
開
催
し
、
女
性
問

題
の
啓
発
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
女
性
健

康
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

国
が
示
す
保
育
料
の
基
準
に
対
し
、
二

十
二
％
を
軽
減
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
拡

充
し
、
公
立
六
カ
所
、
私
立
八
カ
所
（
各

二
カ
所
増
）
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
乳
児
・
延
長
保
育
促
進
事
業
等

を
充
実
し
、
宮
内
保
育
所
で
の
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
を
継
続
し
ま
す
。

摂
田
屋
保
育
園
の
増
改
築
、
長
生
保
育

園
の
増
築
等
に
助
成
し
ま
す
。

保
育
室
、
遊
戯
室
、
一
時
保
育
室
、
子

育
て
支
援
相
談
室
等
を
持
つ
、
定
員
一
二

〇
人
の
新
し
い
保
育
所
が
完
成
し
ま
す
。

近
隣
市
町
村
と
長
岡
市
の
間
で
児
童
を

相
互
に
受
け
入
れ
ま
す
。

入
院
に
つ
い
て
は
対
象
年
齢
を
二
歳
引

き
上
げ
、
六
歳
児
（
就
学
前
）
ま
で
拡
大

し
ま
す
。

な
お
、
通
院
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
三

年
九
月
か
ら
、
二
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し

て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

土
曜
日
に
年
二
回
、
実
施
し
ま
す
。

桂
、
黒
条
、
青
葉
台
、
山
通
の
新
規
四

館
を
加
え
、
二
十
九
の
児
童
館
を
運
営
し

ま
す
。

桂
、
黒
条
、
青
葉
台
の
児
童
館
は
、
既

存
施
設
を
活
用
し
て
運
営
し
ま
す
。

阪
之
上
、
大
島
、
黒
条
、
青
葉
台
、
山

通
の
五
地
区
を
新
た
に
加
え
、
合
計
二
十

カ
所
で
運
営
し
ま
す
。

平 成 13 年 度 予 算 案
－－－３月定例市議会で審議されます－－－

▲市民サービスコーナーの休日の業務

▼
長
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

開
設
（
新
規
）

一
億
九
七
五
九
万
円

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

九
六
〇
四
万
円

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

八
四
三
四
万
円

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

九
一
三
万
円

▼
生
涯
学
習
の
推
進
　
　
二
〇
七
万
円

▼
市
民
活
動
研
修
参
加
費
の
助
成

二
四
万
円

▼
新
な
が
お
か
女
性
プ
ラ
ン
の

推
進
　
　
　
　
　
　
　
五
五
三
万
円

▼
公
・
私
立
認
可
保
育
所
保
育
料
の

軽
減

三
億
一
二
七
四
万
円

▼
私
立
認
可
保
育
所
施
設
整
備
の

助
成

八
五
七
九
万
円

▼
上
除
・
木
の
芽
保
育
所
（
仮
称
）
の

統
合
改
築

四
億
一
六
三
四
万
円

▼
１
歳
６
か
月
児
お
よ
び
３
歳
児
の

休
日
健
康
診
査
の
実
施
（
新
規
）

五
三
万
円

▼
特
別
保
育
事
業
の
拡
充

四
億
一
〇
〇
一
万
円

▼
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充四

一
九
七
万
円

▼
児
童
館
の
運
営

一
億
一
一
一
四
万
円

▼
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

四
四
〇
一
万
円

▼
保
育
所
広
域
入
所
の
実
施一

二
六
九
万
円 ▲市民大学講座　パソコン教室で

▲普段着トークのようす

▲市民と市長の対話集会（新町地区公民館で）

▲１歳６か月児健診のようす

▲地域子育て支援センター（東部どんぐり保育園で）
平成13年度は、公立保育所６カ所、私立保育園８カ所、
合計14カ所で実施します。

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

▲東山ファミリーランドで

��������� ���������
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小
中
学
校
の
学
区
や
学
年
の
枠
を
超
え

た
体
育
系
・
芸
術
系
・
言
語
系
の
特
別
指

導
を
実
施
し
ま
す
。

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
三
人

増
員
し
、
八
人
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。

第
五
回
「
米
百
俵
賞
」
の
贈
呈
式
と
米

百
俵
デ
ー
記
念
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

市
内
小
学
校
六
年
生
に
配
布
し
、
授
業

で
活
用
し
ま
す
。

会
議
を
公
開
す
る
「
ふ
れ
あ
い
教
育
委

員
会
」
や
「
心
の
教
育
公
開
講
座
」
を
実

施
し
ま
す
。

新
た
に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
活
用
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
不
適
応
対
策
専
門
員
の
派

遣
、「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
」
の
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

青
少
年
芸
能
フ
ェ
ス
タ
、
青
少
年
健
全

育
成
の
つ
ど
い
、
子
ど
も
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
広
場
を
開
催
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
ポ
ニ
ー
を
活
用

し
た
青
少
年
の
交
流
体
験
、
社
会
体
験
、

障
害
者
の
機
能
回
復
訓
練
の
場
と
な
る
ポ

ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
や
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
配
慮
し
た
阪
之

上
小
学
校
校
舎
の
全
面
改
築
は
、
十
三
年

度
に
完
了
し
ま
す
。

ま
た
、
川
崎
小
学
校
で
は
校
舎
の
大
規

模
改
造
の
設
計
と
工
事
を
、
江
陽
中
学
校
、

栖
吉
中
学
校
で
は
、
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

屋
内
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
希
望

が
丘
小
学
校
で
実
施
し
、
上
組
小
学
校
の

体
育
館
は
、
耐
震
補
強
工
事
の
設
計
に
取

り
組
み
ま
す
。

新
た
に
、
二
十
九
の
小
学
校
と
養
護
学

校
を
学
習
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
し

ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
十
七
の
小
学
校
と
養
護

学
校
に
、
児
童
二
人
に
一
台
の
割
合
で
パ

ソ
コ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

こ
れ
で
市
立
全
小
中
養
護
学
校
に
学
習

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
接
続
さ
れ
、
パ
ソ

コ
ン
の
整
備
も
完
了
し
ま
す
。

県
営
屋
内
プ
ー
ル
は
、
悠
久
山
地
区
に

誘
致
し
ま
す
。

候
補
地
の
現
況
測
量
等
を
実
施
し
ま
す
。

●
な
が
お
か
の
ま
ち

再
発
見
ツ
ア
ー
の
実
施

歴
史
や
文
化
を
探
訪
す
る
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
す
。

●
牧
野
家
資
料
特
別
展
の
開
催

長
岡
藩
主
牧
野
家
の
墓
所
発
掘
品
等
を

展
示
し
ま
す
。

●
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
長
岡
歴
史
会
談
」
の
実
施

幕
末
維
新
期
の
故
事
に
ゆ
か
り
の
、
萩

市
、
下
関
市
、
会
津
若
松
市
な
ど
か
ら
関

係
者
を
招
待
し
て
、
開
催
し
ま
す
。

●
長
岡
名
所
め
ぐ
り

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

長
岡
の
ま
ち
を
楽
し
く
歩
け
る
よ
う
、

市
内
の
名
所
を
案
内
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
発
行
し
ま
す
。

●
観
光
案
内
看
板
の
整
備

駅
前
や
主
と
し
て
市
の
中
心
部
に
、
案

内
看
板
や
道
路
案
内
標
識
等
を
整
備
し
ま

す
。

●
「
長
岡
の
歴
史
事
典
（
仮
称
）」
の
発
行

長
岡
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
た
め
、

「
長
岡
の
歴
史
事
典
（
仮
称
）」
を
発
行
し

ま
す
。
平
成
十
三
年
度
は
、
歴
史
情
報
の

収
集
、
編
集
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
歴
史
的
・
文
化
的
遺
産

相
続
リ
ス
ト
の
作
成

歴
史
的
建
造
物
を
調
査
し
、
歴
史
的
・

文
化
的
遺
産
相
続
リ
ス
ト
を
作
成
し
ま
す
。

保
存
整
備
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
環

境
整
備
基
本
計
画
の
策
定
、
発
掘
資
料
の

整
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
出
土
品

の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

オ
ペ
ラ
「
カ
ー
リ
ュ
ー
リ
バ
ー
」
と
能

「
隅
田
川
」
を
公
演
し
ま
す
。

ス
ペ
イ
ン
出
身
の
画
家
・
ダ
リ
の
作
品

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

長
岡
市
出
身
の
水
彩
画
家
・
小
山
良
修

氏
の
生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
開
催
し

ま
す
。

▼
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
推
進

五
二
五
七
万
円

▼
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
英
語
教

育
の
推
進

四
四
七
六
万
円

▼
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
の

開
催

九
一
万
円

▼
米
百
俵
読
本
の
作
成
（
新
規
）

一
九
〇
万
円

▼
学
校
不
適
応
対
策
の
実
施一

〇
六
二
万
円

▼
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
の
環
境

整
備

一
〇
八
一
万
円

▼
小
瀬
ヶ
沢
洞
窟
・
室
谷
洞
窟
出
土
品

特
別
展
の
開
催
（
新
規
）
八
八
六
万
円

▼
長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
五
周
年

記
念
特
別
事
業
の
助
成
（
新
規
）

一
五
〇
〇
万
円

▼
ダ
リ
長
岡
展
の
開
催
（
新
規
）

六
五
五
万
円

▼
小
山
良
修
美
術
展
の
開
催
（
新
規
）

四
五
〇
万
円

▼
青
少
年
地
域
活
動
の
充
実一

〇
八
九
万
円

▼
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
開
催二

五
〇
万
円

▼
教
育
環
境
の
整
備一

六
億
二
八
二
七
万
円

▼
学
習
情
報
化
の
推
進一

億
五
三
四
九
万
円

▼
県
営
屋
内
プ
ー
ル
の
誘
致

（
悠
久
山
地
区
）

一
九
二
一
万
円

▼
「
長
岡
を
知
ろ
う
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
（
新
規
）

四
七
四
〇
万
円

▼
心
の
教
育
市
民
連
携
推
進
事
業
の

実
施
（
新
規
）

二
九
七
万
円

▲昨年初めて開かれた「ポニーカーニバル」 豊かな自然の中で、平成13年度も開催します。

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

平 成 13 年 度 予 算 案
－－－３月定例市議会で審議されます－－－
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▲インターネットを活用した授業のようす
（南中学校で）

▲バレエ「白鳥の湖」
芸術文化振興財団では、市民の自主企
画型公演を応援します。

▲馬高遺跡発掘現場見学会で
火焔土器のふるさと馬高遺跡の発掘現
場には、大勢の見学者が訪れました。

▲悠久山公園で
憩いの場として親しまれている悠久山公園には、長岡の自然や歴史、文化がいっぱい。
「ながおかのまち再発見ツアー」では、悠久山を訪ねるコースも用意します。
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長
岡
駅
大
手
口
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
前
の

駅
通
路
に
、
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備
を
新
た

に
設
置
し
ま
す
。

殿
町
一
丁
目
ほ
か
四
カ
所
の
横
断
歩
道

に
消
雪
パ
イ
プ
を
設
置
し
ま
す
。

バ
ス
停
二
カ
所
に
融
雪
設
備
（
ロ
ー
ド

ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設
備
一
カ
所
、
消
雪
パ
イ

プ
一
カ
所
）
を
実
験
的
に
設
置
し
ま
す
。

消
雪
用
地
下
揚
水
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
に
音
声
案
内
誘
導
設
備

と
正
面
玄
関
障
害
者
用
ス
ロ
ー
プ
の
屋
根

を
、
庁
舎
正
面
歩
道
に
は
雁
木
を
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
市
立
劇
場
に
視
覚
障
害
者

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
等
を
設
置
し
ま
す
。

健
康
セ
ン
タ
ー
の
相
談
窓
口
に
自
動
ド

ア
を
、
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
に
車
い
す

用
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
両
施
設
の
ト
イ
レ

の
段
差
を
解
消
し
ま
す
。

が
ん

循
環
バ
ス
路
線
用
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス

三
台
の
購
入
を
助
成
し
ま
す
。

交
通
安
全
指
導
者
を
育
成
し
ま
す
。

平
成
十
二
〜
十
四
年
度
の
継
続
事
業
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
、

福
祉
業
務
全
般
の
情
報
を
総
合
的
に
管
理

す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
す
。

家
族
の
都
合
で
介
護
で
き
な
い
場
合
に
、

年
七
日
間
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
利
用
で
き

る
短
期
入
所
事
業
や
介
護
用
品
等
支
給
事

業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

介
護
保
険
で
非
該
当
と
さ
れ
た
高
齢
者

を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、

社
会
的
孤
立
の
解
消
、
介
護
予
防
を
図
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
八
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。

痴
呆
症
状
の
あ
る
高
齢
者
が
、
小
人
数

で
共
同
生
活
を
送
り
な
が
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
施
設
二
カ
所
の
建
設
を
助
成

し
ま
す
。

稽
古
町
県
営
住
宅
団
地
の
高
齢
者
世
帯

に
生
活
援
助
員
を
派
遣
し
ま
す
。

通
所
し
て
の
機
能
訓
練
や
文
化
活
動
等

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
住
民
と
入
所
者
と
の
交
流
を
図
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
住
民
参
加
型
福
祉
活

動
の
場
と
な
る
地
域
交
流
ホ
ー
ム
の
建
設

を
助
成
し
ま
す
。

高
脂
血
症
の
生
活
改
善
指
導
を
千
手
地

区
で
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
ま
す
。

十
九
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
人
を
新

た
に
対
象
に
加
え
実
施
し
ま
す
。

長
岡
駅
を
中
心
に
半
径
五
〇
〇
〜
一
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
重
点
整
備
地
区

に
指
定
し
、
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

殿
町
三
丁
目
、
表
町
二
丁
目
の
歩
道
六

八
〇
メ
ー
ト
ル
を
改
築
し
、
歩
道
の
段
差

を
解
消
し
ま
す
。
だ
れ
も
が
通
行
し
や
す

い
歩
道
を
連
続
的
に
整
備
し
ま
す
。

▼
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
の
開
発

六
五
九
三
万
円

▼
家
族
介
護
の
支
援

一
億
九
四
一
万
円

▼
自
立
認
定
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
　
　
五
二
〇
万
円

▼
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
（
新
規
）

八
一
〇
万
円

▼
痴
呆
性
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

建
設
の
助
成
（
新
規
）

一
〇
〇
〇
万
円

▼
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

生
活
援
助
員
の
派
遣
（
新
規
）

一
八
四
万
円

▼
知
的
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

実
施
（
新
規
）

六
六
八
万
円

▼
身
体
障
害
者
療
護
施
設

「
桐
樹
園
」
地
域
交
流
ホ
ー
ム

建
設
の
助
成
（
新
規
）

一
〇
〇
〇
万
円

▼
車
い
す
移
動
用
自
動
車

（
ハ
ー
ト
カ
ー
二
号
）
の
購
入

四
〇
〇
万
円

▼
個
別
健
康
教
育
の
実
施
（
新
規
）

三
八
万
円

▼
基
本
健
康
診
査
の
拡
充

一
億
九
七
四
四
万
円

▼
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の

策
定
（
新
規
）

六
〇
〇
万
円

▼
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
行
者
空
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

五
八
〇
〇
万
円

▼
冬
季
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

三
三
〇
〇
万
円

▼
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

七
二
七
八
万
円

▼
障
害
者
・
高
齢
者
住
宅
改
造
費
の

助
成
等

三
九
五
四
万
円

▼
福
祉
対
応
バ
ス
導
入
の

助
成
（
新
規
）

六
六
〇
万
円

▼
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

九
四
万
円

基
本
計
画
推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
問
題
に
関
す
る

専
門
的
な
研
究
会
を
設
置
し
ま

す
。チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
運

営
や
空
き
店
舗
の
活
用
を
支
援

し
、
一
店
逸
品
運
動
を
推
進
し

ま
す
。

先
進
的
な
事
例
の
紹
介
を
通

し
、
商
業
の
分
野
へ
の
Ｉ
Ｔ
ビ

ジ
ネ
ス
の
導
入
な
ど
を
研
究
す

る
、
Ｉ
Ｔ
商
業
塾
を
市
内
の
事

業
家
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ま
ち
づ
く
り
講
座
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

大
手
通
表
町
地
区
と
大
手
通
中
央
地
区

の
再
開
発
事
業
を
進
め
ま
す
。

モ
ー
ル
の
詳
細
設
計
と
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。

新
た
に
土
地
利
用
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
の
推
進

二
八
万
円

▼
ま
ち
な
か
再
生
研
究
会
の

設
置
（
新
規
）

二
〇
四
万
円

▼
商
店
街
活
動
活
性
化
支
援

事
業
（
商
店
街
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
事
業
）
の
実
施

二
四
三
〇
万
円

▼
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
長
岡
2
0
0
1
の
開
催

四
〇
〇
万
円

▼
市
街
地
再
開
発
事
業
の
促
進

五
二
二
八
万
円

▼
モ
ー
ル
整
備
事
業
の
促
進一

〇
六
四
万
円

▼
長
岡
操
車
場
地
区
の
開
発
整
備

五
一
一
万
円

▲高齢者センターみやうちのデイサービスで

▲昨年、柏町１丁目と千手２丁目の境界の市
道に設置したバリアフリー道路
歩道を最優先に融雪して、雪のない安全・
快適な歩道を提供します。

▲車いすでの乗り降りができるノンステップ
型の市内循環バス

▲長岡操車場地区

▲チャレンジショップ「リードブロー」
昨年７月、個性派ぞろいの５店舗でオープンしました。

平 成 13 年 度 予 算 案
－－－３月定例市議会で審議されます－－－

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�
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地
域
情
報
化
戦
略
実
証
実
験
シ
ス
テ
ム

の
基
本
設
計
お
よ
び
情
報
水
道
事
業
運
用

モ
デ
ル
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
推
進
懇
談
会
や
Ｉ
Ｔ
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

中
小
企
業
振
興
資
金
、
中
小
企
業
高
度

化
資
金
等
を
融
資
し
ま
す
。

創
業
や
起
業
を
め
ざ
す
事
業
者
の
育
成

を
支
援
す
る
賃
貸
型
事
業
育
成
施
設
（
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
）
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

企
業
と
大
学
等
が
共
同
で
行
う
、
地
域

産
業
の
技
術
高
度
化
や
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
研
究
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
企
業
と
大
学
と
の
交
流
フ

ェ
ア
を
支
援
し
ま
す
。

企
画
開
発
力
、
製
造
技
術
力
の
強
化
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
研
究
開
発
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

鉄
工
・
鋳
物
、
ア
パ
レ
ル
、
木
工
家
具

の
受
注
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

市
民
生
活
や
地
域
振
興
へ
の
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
技
術
の
活
用
策
を
研
究
し
ま
す
。

新
規
就
農
者
お
よ
び
新
規
就
農
者
を
受

け
入
れ
る
農
業
法
人
に
対
し
、
機
械
設
備

の
導
入
を
補
助
し
ま
す
。

国
の
補
助
で
水
田
作
付
体
系
転
換
緊
急

推
進
事
業
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
独
自
に
と
も
補
償
推
進
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

有
機
栽
培
や
特
別
栽
培
な
ど
の
農
産
物

の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
機
械
設
備
の

導
入
を
助
成
し
ま
す
。

な
が
お
か
産
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
米
の
消
費
拡
大
を
図
り
ま
す
。

1 9

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進

す
る
た
め
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
改
訂

を
行
い
、
併
せ
て
環
境
美
化
条
例
の
制
定

も
検
討
し
ま
す
。

六
月
か
ら
月
一
回
で
始
め
ま
す
。

一
般
家
庭
を
対
象
と
し
て
、
三
万
円
を

限
度
に
七
百
台
分
を
補
助
し
ま
す
。

電
動
生
ご
み
処
理
機
を
公
立
保
育
所
五

カ
所
と
柿
が
丘
学
園
に
設
置
し
、
ま
た
、

私
立
認
可
保
育
所
十
カ
所
へ
の
設
置
を
補

助
し
ま
す
。

環
境
家
計
簿
を
作
成
し
、
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
購
入
（
環
境
に
配
慮

し
た
製
品
の
購
入
）
を
推
進
し
ま
す
。

浴
室
や
温
水
プ
ー
ル
を
備
え
、
四
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

排
出
ガ
ス
中
の
環
境
汚
染
物
質
が
少
な

い
天
然
ガ
ス
仕
様
の
ご
み
収
集
車
を
一
台

購
入
し
ま
す
。

市
内
五
河
川
、
寿
・
鳥
越
ご
み
処
理
施

設
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を

測
定
し
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
と

し
て
平
成
十
二
〜
十
三
年

度
の
継
続
事
業
で
、
鳥
越

ご
み
焼
却
施
設
を
改
修
し

ま
す
。

緑
地
の
保
全
と
緑
化
の

た
め
の
施
策
を
検
討
、
重

点
地
区
を
設
定
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
四
月
に
国

営
越
後
丘
陵
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

地
域
の
緑
化
を
図
る
た
め
、
花
苗
の
供

給
や
街
路
植
栽
帯
の
整
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
緑
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

を
支
援
し
ま
す
。

水
道
公
園
の
敷
地
を
造
成
し
、
植
栽
等

を
行
い
ま
す
。

▼
地
域
情
報
化
基
本
構
想
の

推
進
（
新
規
）

七
四
一
七
万
円

▼
中
小
企
業
経
営
基
盤
の
強
化

七
一
億
三
五
六
〇
万
円

▼
公
設
賃
貸
型
事
業
育
成
施
設
の

整
備
検
討
（
新
規
）

五
七
一
万
円

▼
産
学
共
同
研
究
事
業
の
支
援八

二
二
万
円

▼
地
域
産
業
技
術
開
発
（
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の
支
援四

五
二
八
万
円

▼
新
技
術
新
製
品
開
発
資
金
融
資

七
一
〇
八
万
円

▼
設
備
資
金
融
資

九
六
七
八
万
円

▼
地
域
産
業
の
受
注
促
進
の
支
援

四
三
九
万
円

▼
バ
ー
チ
ャ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

推
進
（
新
規
）

八
五
〇
万
円

▼
新
規
就
農
者
の
支
援

九
九
九
万
円

▼
米
生
産
調
整
対
策
事
業

一
億
二
三
一
一
万
円

▼
な
が
お
か
米
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

二
一
六
三
万
円

▼
な
が
お
か
産
農
産
物
の
消
費
拡
大

一
九
八
万
円

▼
資
源
循
環
型
社
会
形
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

二
九
五
万
円

▼
新
聞
紙
、
雑
誌
・
チ
ラ
シ
、

段
ボ
ー
ル
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
の
回
収
（
新
規
）

三
〇
九
九
万
円

▼
電
動
生
ご
み
処
理
機
の

設
置
補
助
等

三
〇
六
四
万
円

▼
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進一

二
〇
万
円

▼
ご
み
焼
却
余
熱
利
用
施
設
「
エ
コ

ト
ピ
ア
寿
」
の
開
設
（
新
規
）

七
六
八
八
万
円

▼
低
公
害
車
の
購
入

一
六
〇
〇
万
円

▼
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
運
営

（
長
岡
地
区
衛
生
処
理
組
合
）

七
七
八
九
万
円

▼
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
推
進

一
四
億
三
六
九
五
万
円

▼
緑
の
基
本
計
画
の

策
定

五
三
一
万
円

▼
全
国
「
み
ど
り
の
愛

護
」
の
つ
ど
い
の
開

催
負
担
金
（
新
規
）

一
〇
〇
〇
万
円

▼
緑
化
の
普
及
・
啓
発

一
八
九
七
万
円

▼
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備三

〇
〇
〇
万
円

▲除草剤を使用しないために、雑草を防ぐロール紙を水田
に敷く有機栽培米の田植え
収穫した米は、長岡市特別栽培農産物認証委員会などで

厳格な検査・審査を行った上で認証を受け、ながおか米と
して市場へ出荷されます。

▲産学共同研究事業の成果品の一つ「菜木花
アップガーデン」

▲長岡市地域情報化戦略会議
ここでの議論を踏まえ、「長岡市地域情報化基本構

想」をまとめます。

▲天然ガス仕様のごみ収集車
昨年、県内で初めて導入しました。13年度

に２台目を導入します。

▲リサイクルプラザでのびんを選別する作業
昨年６月から本格的に稼働したリサイクルプラザは、資源循環型社会の形成に大きな
役割を果たしています。

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

平 成 13 年 度 予 算 案
－－－３月定例市議会で審議されます－－－
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2 0

市
民
の
み
な
さ
ん
に
情
報
や
議
論
の
場

を
提
供
し
、
調
査
研
究
を
実
施
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
地
域
間
・
都

市
間
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

長
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
内
に
、

市
民
や
来
訪
者
か
ら
よ
り
長
岡
の
ま
ち
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
の
情
報
提
供
や
案

内
を
す
る
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

え
ち
ご
長
岡
地
酒
塾
を
開
催
し
、
広
域

圏
の
観
光
資
源
の
活
用
を
進
め
ま
す
。

長
岡
市
利
用
用
地
へ
の
乗
り
入
れ
道
路

や
駐
車
場
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
主
体
の
植
樹
「
縄
文
の
森

づ
く
り
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
ア
ー

テ
ィ
フ
ァ
ク
ツ
見
学
会
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
教
室
な
ど
の
内
容
で
科
学
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

長
岡
東
西
道
路
と
信
濃
川
流
域
広
域
幹

線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

長
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
内
に
長

岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
新

た
に
開
設
し
ま
す
。

7
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
の
支
援
、
姉

妹
都
市
・
友
好
都
市
等
と
の
交
流
、
青
少

年
海
外
派
遣
研
修
事
業
等
を
推
進
し
ま
す
。

2 1

▼
市
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査
・

検
討
（
新
規
）

三
二
四
万
円

▼
広
域
連
携
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
施
　
　
　
　
　
　
　
二
二
二
万
円

▼
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
仮
称
）

の
開
設
（
新
規
）

五
六
六
万
円

▼
広
域
観
光
の
推
進

二
〇
四
万
円

▼
西
部
丘
陵
地
（
ネ
オ
ト
ピ
ア
長
岡
）

の
整
備
　
　

七
三
四
万
円

▼
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備一

三
六
万
円

▼
国
際
交
流
の
推
進

二
九
一
六
万
円

▲姉妹都市フォートワース市の大学生による日本文化体験

▲市営スキー場のサマーボブスレー

▲自主防災会の地震防災訓練（四郎丸地区）

▲えちご長岡地酒塾の酒蔵見学
長岡地域広域市町村圏の13市町村の地酒と郷土料

理を楽しむえちご長岡地酒塾は、首都圏などからの
参加者にも大好評です。

元気な長岡の元気な長岡の2121世紀を創る世紀を創る�元気な長岡の21世紀を創る�

平 成 13 年 度 予 算 案
－－－３月定例市議会で審議されます－－－
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▲昨年のアーティファクツ見学会で

その他のおもな施策　　

新
た
に
市
議
会
本
会
議
を
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
と
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
で
放
送
し
ま
す
。

民
間
資
金
の
活
用
に
よ
り
、
公
共
施
設

の
整
備
を
進
め
る
事
業
手
法
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）

を
調
査
・
研
究
し
ま
す
。

川
西
消
防
署
（
仮
称
）
の
臨
時
へ
リ
ポ

ー
ト
を
新
た
に
建
設
す
る
ほ
か
、
消
防
車

両
や
防
火
水
槽
を
整
備
し
ま
す
。

ワ
ン
タ
ッ
チ
ト
イ
レ
、
し
尿
処
理
薬
等
、

備
蓄
物
資
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
耐
震

診
断
、
補
強
工
事
な
ど
の
耐
震
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

既
設
の
百
五
十
四
団
体
に
加
え
、
新
た

に
四
十
の
自
主
防
災
組
織
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
団
体
を

支
援
し
ま
す
。

地
区
別
防
災
訓
練
や
地
震
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

実
施
設
計
と
浄
水
場
の
電
気
設
備
の
耐

震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

都
市
景
観
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

平
成
十
三
〜
十
四
年
度
の
継
続
事
業
で
、

サ
マ
ー
ス
キ
ー
場
（
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー

ゲ
レ
ン
デ
）
を
整
備
し
ま
す
。

▼
情
報
公
開
の
推
進

五
一
〇
万
円

▼
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
調
査
・
研
究
（
新
規
）

五
二
二
万
円

▼
電
子
発
注
契
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築

（
新
規
）

三
五
六
万
円

▼
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
構
築
（
新
規
）四

五
〇
四
万
円

▼
消
防
体
制
の
充
実

一
億
九
三
七
二
万
円

▼
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

六
七
九
二
万
円

▼
自
主
防
災
体
制
の
整
備
　
八
九
一
万
円

▼
防
災
訓
練
の
実
施

三
九
六
万
円

▼
ま
ち
並
み
都
市
景
観
の
形
成三

九
三
万
円

▼
市
営
ス
キ
ー
場
通
年
利
用
の
推
進

五
六
六
八
万
円

▼
水
道
施
設
の
耐
震
化

二
三
〇
〇
万
円

▲都市景観100選に選ばれた千秋が原地区



交
流
会
出
欠
を
長
岡
視
覚
障
害
者
協
会
事

務
局
・
太
刀
川
さ
ん
1
32
・
３
９
７
８
へ

入
場
料
＝
無
料
　
会
場
＝
講
堂

【
特
別
講
演
会
】
日
時
と
内
容
＝
３
月
10

日
g
①
午
後
１
時
か
ら
…
「
平
等
院
鳳
凰

堂
と
仏
師
定
朝
」
（
水
野
敬
三
郎
県
立
近

代
美
術
館
館
長
）
午
後
２
時
10
分
か
ら
…

「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
と
そ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
（
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館

原
始
文
化
史
部
門
副
部
長
・
ユ
ー
リ
イ
・

ピ
オ
ト
ロ
フ
ス
キ
イ
さ
ん
）

【
音
楽
鑑
賞
講
座
】
日
時
＝
３
月
24
日
g

午
後
１
時
30
分
か
ら
　
曲
目
＝
ハ
イ
ド
ン

「
交
響
曲
１
３
０
番
（
太
鼓
連
打
）」
ほ

か
　
講
師
＝
前
川
誠
郎
県
立
近
代
美
術
館

館
長

日
時
＝
３
月
24
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
　
曲
目
＝
「
こ
げ
よ
マ
イ
ケ
ル
」、「
み

す
ゞ
こ
の
み
ち
」、「
潮
騒
の
な
か
で
」
ほ
か

客
演
＝
長
尾
佐
知
子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

入
場
料
＝
７
０
０
円
（
当
日
券
あ
り
）
問

い
合
わ
せ
＝
佐
藤
さ
ん
1
32
・
４
９
７
３

日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
20
分
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費
＝

月
３
、０
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｅ
Ｃ
・

早
瀬
さ
ん
1
33
・
２
９
６
３

期
日
＝
４
月
７
日
g

時
間
と
内
容
＝
①

子
ど
も
ク
ラ
ス
…
午
後
２
時
〜
３
時
②
大

人
ク
ラ
ス
…
３
時
30
分
〜
５
時
30
分
　
会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
第
１
ス
タ
ジ
オ

講
師
＝
作
曲
家
・
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ス
ト
・

宇
佐
美
陽
一
さ
ん

参
加
料
＝
大
人
１
、８

０
０
円
、
子
ど
も
１
、２
０
０
円
　
問
い
合

わ
せ
＝
長
岡
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
公
演
実
行

委
員
会
1
33
・
２
８
２
４
、
FAX
33
・
２
８
３

４

日
時
＝
３
月
18
日
a
午
後
２
時
20

分
〜
３
時
　
内
容
＝
ア
ニ
メ
「
ヘ

ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
　
マ
ッ
チ

売
り
の
少
女
」、「
う
さ
ぎ
と
か
め

の
か
け
く
ら
べ
　
金
の
斧
と
銀
の

斧
」

日
時
＝
３
月
25
日
a
・
27
日
c
〜

31
日
g
の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
計
６
回
）

対
象
＝
小
学
５
年

生
〜
中
学
生
ま
た
は
そ
の
親
子

定
員
＝
10
人
（
親
子
は
２
人
で
１

台
）

参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
３
月
11
日
a
〜
18
日

a
に
参
加
料
を
添
え
て
直
接
セ
ン

タ
ー
へ

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法
を

決
定
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
27
日
c
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

対
象
＝
小
学
生

申

し
込
み
＝
３
月
18
日
a
ま
で

３
月
24
日
g

〜
４
月
５
日
e

（
休
館
日
を
除
く
）
の
春
休
み
中

の
利
用
時
間
は
、
科
学
コ
ー
ナ
ー

…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
、

温
水
プ
ー
ル
…
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
…
午
前

11
時
・
午
後
１
時
30
分
・
３
時
20

分
の
３
回
で
す
。

春
休
み
の
間
、
高
校
生
以
下
は

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
入
場
料
が
無

料
に
な
り
ま
す
（
大
人
は
有
料
）。

機
が
原
則
）
を
持
参
で
き
る
人

定
員
＝
15
人

参
加
料
＝
１
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
13
c
日

ま
で
に
事
務
室
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（hom
e@
nagaoka.internet.ne.jp

）

で
男
性
も
大
歓
迎
で
す
！

期
間
＝
４
月
〜
９
月
　
時
間
＝
午

後
６
時
〜
８
時
（
料
理
の
み
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
）

教
材
費
＝

花
道
１
７
、５
０
０
円
、
料
理
１
４
、

０
０
０
円
、
茶
道
・
ペ
ン
毛
筆
８
、

０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
12

日
b
午
前
９
時
か
ら
（
教
材
費
、利

用
者
協
議
会
費
４
０
０
円
を
持
参
）

11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

信
濃
川
　
集
合
＝
大
手
大
橋
東
詰

対
象
＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料

＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
な
ど

申

し
込
み
＝
３
月
16
日
f
ま
で

き
び
し
い
冬
を
乗
り
越
え
、
春

を
目
前
に
し
た
昆
虫
と
植
物
の
様

子
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
８
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察

地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐

車
場
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆
記

用
具
、
採
集
用
具
、
昼
食
、
防
寒

具
　
申
し
込
み
＝
４
月
５
日
e
ま

で
講
座
や
教
室
の
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お
お

む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
法
、

裏
技
ま
で
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時
＝
３
月
16
日
f
・
21
日
d
・

26
日
b
の
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
講
習
室
　
対
象
＝
次
の
条

件
を
満
た
す
人
①
自
宅
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
線
が
あ
り
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
持
っ
て
い
る
人
②
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
（
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
「
新
・
日
本
人

の
質
問
」
で
紹
介
さ
れ
た
実
験
装

置
を
解
説
し
、
雪
の
結
晶
や
ダ
イ

ア
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
を
つ
く
る
実
験

を
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
18
日
a
①
午
前
９
時

30
分
〜
②
午
前
11
時
〜
③
午
後
１

時
〜
④
午
後
２
時
〜
⑤
午
後
３
時

30
分
〜
（
５
回
と
も
内
容
同
じ
）

会
場
＝
科
学
博
物
館
展
示
室

対

象
＝
小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

定
員
＝
各
回

10
人
　
参
加
料
＝
１
０
０
円
　
持

ち
物
＝
懐
中
電
灯
、
手
袋
、
筆
記

用
具
　
申
し
込
み
＝
３
月
16
日
f

ま
で

日
時
＝
３
月
18
日
a
午
前
８
時
〜

2 3

日
時
＝
３
月
15
日
e
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
神
田
児
童
館
　
対
象
＝

１
歳
〜
未
就
園
児
と
保
護
者
10
組
　
参
加

料
＝
２
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
13
日

c
ま
で
に
穂
刈
さ
ん
1
・
FAX
32
・
３
０
９
８

へ期
日
＝
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜
日
　
会
場

＝
蒼
柴
荘
（
柏
町
２
）
ほ
か
　
参
加
料
＝

１
回
１
、５
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
小
林

さ
ん
1
32
・
０
２
７
９

日
時
＝
３
月
24
日
g
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
大
ホ
ー
ル
　
対
象
＝
小
学
生
の
親
子

定
員
＝
30
組
　
申
し
込
み
＝
３
月
17
日
g

ま
で
に
長
岡
市
手
話
サ
ー
ク
ル
・
佐
藤
さ

ん
1
・
FAX
35
・
５
０
６
１
へ

日
時
＝
３
月
18
日
a
午
前
11
時
〜
午
後
０

時
50
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂
　
問

い
合
わ
せ
＝
長
岡
日
独
協
会
・
諏
佐
さ
ん

1
35
・
６
０
２
１

日
時
＝
３
月
20
日
-
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
問
い
合
わ
せ

＝
渡
部
徹
さ
ん
1
29
・
１
３
０
０

日
時
＝
３
月
18
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
１

時
30
分
（
９
時
40
分
集
合
）

参
加
料
＝

無
料
（
昼
食
代
、
交
通
費
実
費
）

申
し
込

み
＝
３
月
10
日
g
ま
で
に
住
所
、氏
名
、
電

話
番
号
、障
害
者
手
帳
の
種
類（
当
日
持
参
）、

介
助
者
の
要
否
、
送
迎
バ
ス
利
用
有
無
、

こ
れ
だ
け
は
準
備
し
て
お
き
た
い

こ
と
な
ど
」

講
師
＝
県
葬
祭
業

協
同
組
合
専
務
理
事
・
山
中
正
さ

ん
　
定
員
＝
30
人

日
時
＝
４
月
19
日
〜
10
月
11
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
（
８
月
は
休
み
、
計
20
回
）

定
員
＝
35
人

参
加
料
＝
４
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
14
日
d

〜
18
日
a

当
日
、
直
接
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
14
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
市
立
劇
場
大

ホ
ー
ル
　
演
題
＝
達
者
で
長
生
き

〜
さ
わ
や
か
に
生
き
生
き
と
　
講

師
＝
長
岡
保
健
所
・
二
階
堂
一
枝

さ
ん

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
高
野
孟
さ
ん
か
ら
農

業
、
農
村
の
魅
力
に
つ
い
て
、
い

ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
お
話
い
た
だ

き
ま
す
。

日
時
＝
３
月
15
日
e
午
後
３
時
〜

５
時
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

日
時
＝
３
月
29
日
e
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第

２
小
ホ
ー
ル
　
テ
ー
マ
＝
「
お
葬

式
を
考
え
る
〜
お
葬
式
の
流
れ
や

業
あ
り
。
収
穫
し
た
い
も
は
持
ち

帰
り
で
き
ま
す
）

定
員
＝
25
家

族
（
１
家
族
33
株
位
）

参
加
料

＝
１
家
族
１
、５
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
３
月
15
日
e
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
じ
ゃ
が

い
も
栽
培
体
験
希
望
」、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の
表

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
て
、
〒
９
４
０
―
０
８
２
１

栖
吉
町
３
６
７
０
ふ
る
さ
と
体
験

農
業
セ
ン
タ
ー
へ
（
申
し
込
み
は

１
家
族
１
枚
、
多
数
の
場
合
抽
選
）

日
時
＝
３
月
23
日
f
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
　
内
容
＝
沢
木
耕
太
郎

著
「
深
夜
特
急
５
」

会
場
＝
互

尊
文
庫

日
時
と
内
容
＝
①
３
月
10
日
g
午

後
２
時
〜
３
時
「
も
の
が
た
り
の

楽
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
」
②
３

月
18
日
a
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

「
幼
い
子
ど
も
た
ち
に
絵
本
の
楽

し
さ
を
」

会
場
＝
講
堂
　
講
師

＝
①
し
ろ
ね
図
書
館
長
・
栗
村
節

子
さ
ん
②
新
潟
野
い
ち
ご
文
庫
・

鈴
木
典
さ
ん
　
定
員
＝
１
９
０
人

絵
本
の
朗
読
と
弦
楽
四
重
奏
の

演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
17
日
g
午
後
２
時
〜

３
時
　
会
場
＝
講
堂
　
講
師
＝
読

書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
松
本
真
理
子

さ
ん
ほ
か
　
定
員
＝
１
９
０
人

日
時
＝
３
月
29
日
e
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

定
員
＝
20
人
　
参
加

料
＝
５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３

月
10
日
g
午
前
９
時
か
ら

植
え
付
け
＝
４
月
15
日
a
午
前
９

時
〜
正
午
　
収
穫
＝
６
月
30
日
g
・

７
月
１
日
a
の
ど
ち
ら
か
（
こ
の

ほ
か
に
除
草
、
土
寄
せ
な
ど
の
作

INFORMATION
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市役所　　  幸町2の1の1 135・1122
●特に記載のないものは、電話で申し込んでくだ�
　さい。先着順で受け付けます。�

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�

長岡市ホームページアドレス

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.２.１（前月比）

191,370人 94,060人 97,310人 64,946世帯
（－26） （－4）（＋5）（－31）

催 し�

●
「
お
こ
わ
だ
ん
ご
」
加
工

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
DE.

V
T
W
Q

●
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
体
験
を

し
ま
せ
ん
か

中
央
図
書
館
†
DC.

Q
W
V
Y

●
読
者
の
つ
ど
い

●
絵
本
講
座

●
お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト

農
林
政
策
課
†
DJ.

S
S
S
U

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
DC.
Q
Q
S
S

▲高野孟さん

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

†
DG.

X
S
Q
Q

●
趣
味
創
作
教
室
（
盆
栽
教
室
）

●
「
高
齢
者
趣
味
の
教
室
」

公
開
講
演
会
（
無
料
）

中
央
公
民
館
†
DC.

Q
U
T
X

科
学
博
物
館
†
DC.

Q
V
U
W

●
雪
の
結
晶
づ
く
り
講
習
会

●
冬
鳥
さ
よ
な
ら
探
鳥
会

●
越
冬
昆
虫
・
越
冬
植
物
を

調
べ
る
会

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
DC.

U
U
S
Z

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
！

●
楽
し
い
教
養
講
座

講
座�

花　　道�

各30人�

コ
ー
ス�

定
員�

料理�茶　　道�ペ
ン�

毛
筆�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

水
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

金
曜
コ
ー
ス�

月
〜
木
曜
の
４
コ
ー
ス�

草
月
流�

池
　
坊�

成
月
流�

草
月
流�

池
　
坊�

宗偏流�

抹茶�

小川流�

煎茶�

各24人�各15人�30人�

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
DE.

R
T
Q
V

●
子
ど
も
映
画
劇
場

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
春
休
み
将
棋
大
会

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
長
岡
２
０
０
１

ご
み
減
量
講
座
（
無
料
）

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
街
な

か
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
環
境
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
ま

ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
参
画
と
協
働
に
よ
り
進
め
る
た

め
、
開
催
し
ま
す
。

そ
の
中
の
環
境
分
科
会
で
は
、

「
ご
み
の
減
量
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

日
時
＝
３
月
25
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
講
師
＝
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
高
畑
佳
寿
子
さ
ん
　
テ
ー

マ
＝
「
ご
み
問
題
―
行
政
に
で
き

る
こ
と
・
市
民
に
で
き
る
こ
と
―
」

定
員
＝
１
８
０
人
　
申
し
込
み
＝

都
市
整
備
課
内
ま
ち
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
in
長
岡
２
０
０
１
実
行

委
員
会
事
務
局
1
39
・
２
２
２
６

▲1945・長岡戦災焼失図

科学博物館の展示が変わりました！

信濃川の動植物や長岡空襲の資料を展示するコ
ーナーを充実させるなど、よりわかりやすい展示
になりました。ぜひ、ご来館ください。
開館時間＝午前９時～午後５時まで（入館は午後

４時30分まで）
休館日＝毎週月曜日（祝日の場合は翌日）および

年末年始　
入館料＝無料

館　内　見　取　図

地学展示�植物展示�昆虫展示�
第２資料�
収 蔵 庫�

第３資料�
収蔵庫�

第４資料�
収蔵庫�

動物展示�

考古展示�

信濃川の動植物展示� 入口�

書
類
庫�

給
湯
室�

民
俗
展
示�

エ
レ
ベ
ー�

タ
ー�

�会
議
室�

受　付�
事務室�

館長室�

男
子
手
洗�

女
子
手
洗�

長
岡
空
襲 �

資
料
展
示�

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
つ
ど
い

■
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
会
員
募
集

■
春
休
み
親
子
手
話
教
室
（
無
料
）

■
ド
イ
ツ
映
画
鑑
賞
会
「
ビ
ヨ
ン
ド
・

サ
イ
レ
ン
ス
」（
無
料
）

■
長
岡
向
陵
高
校
定
期
演
奏
会
（
無
料
）

■
視
覚
障
害
を
持
つ
人
の
た
め
の

県
立
歴
史
博
物
館
見
学
会

■
県
立
近
代
美
術
館
1
28
・
４
１
１
１

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
英
会
話
（
初
中
級
程
度
）
会
員
募
集

■
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ
ー
体
験
講
座

▲茶道講座で（２月19日）

●
講
演
会

「
農
と
言
え
る
日
本
」（
無
料
）

■
女
声
合
唱
団
み
つ
葉
コ
ン
サ
ー
ト



日
時
＝
４
月
８
日
〜
９
月
30
日
の
毎
週
日

曜
日
午
前
６
時
か
ら
　
集
合
＝
セ
ン
ト
ラ

ル
パ
ー
ク
　
参
加
料
＝
小
・
中
学
生
５
０

０
円
、
高
校
生
以
上
１
、５
０
０
円

申
し

込
み
＝
３
月
30
日
f
ま
で
に
生
涯
学
習
・

体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
へ
　
問
い
合
わ

せ
＝
長
岡
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
長

谷
川
さ
ん
1
33
・
７
５
０
７

期
日
＝
４
月
６
日
〜
５
月
25
日
の
毎
週
金

曜
日
（
５
月
４
日
、
18
日
除
く
）

時
間

＝
①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
の
ど
ち
ら
か
　
会
場
＝
中
央
公
民

館
　
参
加
料
＝
①
②
各
１
、５
０
０
円
（
初

回
に
）

持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
　
申
し
込
み
＝
３
月
31
日
g
ま
で

に
小
林
さ
ん
1
33
・
０
０
４
１
へ

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時
30
分
〜
６

時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
種
目
＝
器
械

体
操
　
対
象
＝
13
年
度
の
小
学
１
、
２
年

生
　
募
集
人
数
＝
若
干
名
　
参
加
料
＝
月

３
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
28
日
d

午
後
５
時
30
分
に
運
動
の
で
き
る
服
装
で

市
民
体
育
館
へ
（
運
動
テ
ス
ト
を
行
い
、

入
部
を
決
定
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
＝

g
原
さ
ん
1
32
・
４
７
４
１

日
時
＝
３
月
20
日
-
午
前
９
時
〜
午
後
３

時
　
集
合
＝
蓬
平
バ
ス
停
　
参
加
料
＝
５

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
12
日
b
ま
で

に
市
民
体
育
館
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
野
口

さ
ん
1
32
・
８
９
０
６

日
時
＝
４
月
12
日
〜
５
月
31
日
の
毎
週
木

曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
　
会
場
＝
厚

生
会
館
ほ
か

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服

装
、
運
動
靴
　
申
し
込
み
＝
島
村
さ
ん
1

32
・
７
８
５
３
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コ　ー　ス　名�

幼 児 �

基 礎 �

育 成 �

選 手 養 成 �

マ ス タ ー ズ �

シ ル バ ー �

婦 人 �

ア ク ア ビ ク ス �

水中ウォーキング�

シンクロナイズドスイミング�
ダ イ ビ ン グ �

水 球 �

曜 日 と 時 間� 期　　　　間� 定 員� 対　　　象� 参加料� 内　　　　　　容�
水　 16：15～17：00
木　 16：15～17：00

火　 16：30～17：30

月　 17：00～18：30
火　 17：30～19：00
水　 17：00～18：30
金　 17：30～19：00
土　 17：00～18：30

月　 18：30～20：00
土　 18：30～20：00

月・土　17：00～18：30
火～金　17：30～19：00

金　 16：30～17：30

土
Ａ10：15～11：00�

　 Ｂ11：00～11：45

土
Ａ15：00～16：00�

　 Ｂ16：00～17：00

4／21～ 7／21※�

4／18～ 7／18 5,500円�
6,000円�

各3,500円�

5,500円�

9,000円�
8,000円�
7,000円�
7,000円�
8,500円�

各6,500円�

各6,500円�

各6,000円�

各5,500円�

各5,500円�

各6,500円�

各5,500円�

各6,000円�

6,000円�
5,000円�

各6,500円�

6,000円�

各6,000円�

10,000円�

6,000円�

各3,500円�

4／19～ 7／19

4／21～ 7／21※�

4／20～ 7／13
4／17～ 7／17

4／16～ 8／27
4／17～ 8／28
4／18～ 8／29
4／20～ 8／24
4／21～ 8／25

4／16～ 7／16

4／16～ 7／16

4／20～ 7／13

4／17～ 7／17

4／16～ 7／16

4／18～ 7／18

4／20～ 7／13

4／19～ 7／19
4／15～ 7／15
4／16～ 7／16
4／21～ 7／21

4／17～ 7／17
4／18～ 7／18
4／19～ 7／19

4／21～ 7／21

4／16～ 8／31�
都合により変更あり�

年中・年長児�

小学１・２年�

小学３～６年�

選手を目指す�
小学３～中学生�
一 般 成 人�
（初心者から中級者まで）�

おおむね60歳以上�
（初心者から中級者まで）�

女 性�
（初心者から中級者まで）�

各20人�

各15人�

各20人�各20人�

各15人�

　20人�

各15人�

各20人�

各15人�

各15人�

各10人�

　20人�
　20人�

各15人�

水慣れから、初歩的な泳ぎ方までを学
びます。�
○恐怖心の除去�
○補助具付水泳�

初歩動作から、基礎的な泳ぎ方までを
学びます。�
○クロール・背泳ぎの習得�

個々の泳力に応じて、４泳法の習得を
めざします。�

選手を目指すために必要な技術を学�
びます。�

体力づくりや、健康づくりのための正
しい泳ぎ方を学びます。�
○泳力増進・４泳法の習得�
○無理のない泳ぎ方の習得�

月
Ａ12：30～13：45�

　 Ｂ13：30～14：45

金
Ａ12：30～13：45

　 Ｂ13：30～14：45

火
Ａ10：30～11：30�

　 Ｂ11：30～12：30

木
Ａ10：30～11：30�

　 Ｂ11：30～12：30

月
Ａ10：30～11：30�

　 Ｂ11：30～12：30

水
Ａ10：30～11：30�

　 Ｂ11：30～12：30

金
Ａ10：30～11：30�

　 Ｂ11：30～12：30

火　 13：30～14：15
水　 13：30～14：15
木　 13：30～14：15

木　 17：30～19：00
日　 10：30～12：00
月　 16：00～17：00
土　 13：30～15：30

一 般 成 人�

一 般 成 人�

小 学 生�
ど な た で も�

小 学 生�

音楽に合わせて、体力づくりに必要な
水中運動（水中エアロビクス）の基本
動作を学びます。�

腰痛や肥満対策のために必要な、水中
動作（ウォーキング）を学びます。�

基本的な技術を学びます。�
飛び込みの基本的な技術を学びます。�
４泳法および水球競技の基本動作の�
習得をめざします。�

※第２・第４土曜日は教室を開催しません。�

会　場＝悠久山屋内温水プール1３５・６３６８
持ち物＝水着、水泳用ゴーグル（水泳帽は用意します）
申し込み＝３月23日fまでに①悠久山プールへ直接②往復

はがきに郵便番号、住所、氏名（未成年者は保
護者名も）、性別、電話番号、生年月日、希望
コース（第１・２希望）を記入して、〒９４０－
０８２７悠久町３３６悠久山屋内温水プールへ

・対象者は13年４月現在の
年次、学年です。

・電話での申し込みはできません。申し込み多数の場合は
抽選をし、結果を３月28日dに発送します。

・参加料は各コースの初日に持参してください。このほか
にプール使用料（大人４００円、高校生・65歳以上３００
円、中学生以下１５０円）が必要です。

悠久山水泳教室
◆
Ｂ
Ｓ
Ｎ
ラ
ジ
オ
「
長
岡
市
だ
よ
り
」
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午
後
２
時
35
分
か
ら
２
分
間

■
お
は
よ
う
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

■
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

■
猿
倉
岳
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

▲昨年の水泳教室で

日
時
＝
４
月
７
日
〜
７
月
28
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
か
ら
（
計
17
回
）

定
員

＝
20
人
　
受
講
料
＝
大
人
１
０
、０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

会
場
・
申
し
込
み
＝
日
本
棋
院

長
岡
支
部
（
大
手
通
２
・
安
達
ビ
ル
２
階
）

1
・
FAX
35
・
４
３
０
５

日
時
＝
３
月
25
日
a
午
後
10
時
〜
午
後
１

時
　
会
場
＝
東
部
保
育
園
　
対
象
＝
中
学

生
以
上
　
講
師
＝
国
立
音
楽
大
学
リ
ト
ミ

ッ
ク
科
講
師
・
馬
淵
明
彦
さ
ん

参
加
料

＝
２
、０
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
尾
さ

ん
1
39
・
０
４
５
７

人
前
で
上
手
に
話
す
た
め
の
教
室
で
す
。

日
時
＝
４
月
４
日
〜
来
年
３
月
の
毎
月
第

１
〜
３
水
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時
　

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会
費
＝
年
１
２
、０

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
名
地
さ
ん
1
66
・

６
４
３
２
（
午
後
７
時
以
降
）

見
附
西
中
、
宮
内
中
、
東
北
中
の
生
徒

が
出
演
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
24
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル
　
問
い
合
わ
せ

＝
吉
野
さ
ん
1
62
・
６
１
８
７

期
日
＝
①
月
曜
コ
ー
ス
…
５
月
７
日
〜
９

月
24
日
の
毎
週
月
曜
日
②
木
曜
コ
ー
ス
…

５
月
10
日
〜
９
月
27
日
の
毎
週
木
曜
日

会
場
＝
長
岡
聾
学
校
　
時
間
＝
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
　
定
員
＝
①
②
と
も
男
女
各

10
人
　
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、

靴
　
参
加
料
＝
月
２
、０
０
０
円
（
複
数
申

し
込
み
の
場
合
は
１
コ
ー
ス
１
、５
０
０
円
）

申
し
込
み
＝
市
民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０

2 4
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

国
営
越
後
丘
陵
公
園

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
雪
割
草
ま
つ
り
２
０
０
１

入
場
料
は
無
料
で
す
（
駐
車
料
、

入
園
料
も
）。

日
時
＝
３
月
10
日
g
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分
、
11
日
a
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分
　
内
容
＝

園
芸
教
室
（
10
日
g
午
後
１
時
〜
２

時
30
分
「
雪
割
草
の
栽
培
と
育
種
」、

講
師
…
内
藤
登
喜
夫
さ
ん
ほ
か
）、

雪
割
草
の
展
示
、
写
真
展
示
、
即
売

コ
ー
ナ
ー

●
休
園
期
間

３
月
12
日
b
〜
４
月
13
日
f
は
、

春
の
準
備
作
業
の
た
め
休
園
し
ま
す
。

４
月
14
日
g
か
ら
は
通
常
ど
お
り

開
園
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理
セ

ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１

日
時
＝
４
月
７
日
g
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会
館
第

１
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
小
林
正
夫

さ
ん
（
市
政
だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」

担
当
）

定
員
＝
70
人
　
申
し
込

み
＝
４
月
４
日
d
ま
で

■
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
と
雪
椿
の

鑑
賞
会
　

４
月
22
日
a

■
森
の
音
楽
祭

５
月
３
日
-

■
ク
マ
ガ
ヤ
ソ
ウ
鑑
賞
会

５
月
６
日
a

■
春
の
探
鳥
会

５
月
13
日
a

◇
　
　
　
　
◇

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
雪
国
植
物
園
1

46
・
０
０
３
０

■
春
の
山
野
草
常
設
展
示

４
月
１
日
a
〜
５
月
31
日
e

■
あ
な
た
の
た
め
の
記
念
植
樹
　

４
月
８
日
a
、
定
員
10
人

■
植
物
園
内
ハ
イ
キ
ン
グ
　

４
月
15
日
a

開
園
期
間
＝
３
月
24
日
g
〜
11

月
18
日
a

時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
入
園
は
午
後
４

時
30
分
ま
で
）

入
園
料
＝
大

人
３
０
０
円
、
子
ど
も
２
０
０
円

〔
春
の
イ
ベ
ン
ト
〕

■
雪
割
草
展
示
会
と
野
生
群
落

見
学
会
　

３
月
24
日
g
〜
31
日
g

■
野
生
の
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会

４
月
１
日
a
〜
15
日
a

雪
国
植
物
園
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

●演劇入門ワークショップ　
日時＝４月１日a①午後２時～５時②
午後６時～９時　会場＝リリックホー
ル・第１スタジオ　講師＝上杉祥三
さん（俳優） 参加料＝１，０００円
定員＝各30人　申し込み＝３月10日g

から電話で
●長岡ヴェルディ合唱団
ヴェルディ「レクイエム」を歌いま

せんか？東京フィルとの共演です。
公演日＝平成14年４月29日-午後３時
から　会場＝市立劇場大ホール 出演
＝船橋洋介さん（指揮）、東京フィル
ハーモニー交響楽団ほか　発会式＝４
月15日a午後６時から
詳細は、要項をご請求ください。応

募締切は４月10日cです（必着）。

●華麗なるワシーリエフの世界
～オペレッタとロシア民謡の調べ～
ロシアの国民的大スター“ワシーリ

エフ”が再び長岡へやってきます。ロ
シアオペレッタの真髄をお楽しみくだ
さい。
日時＝６月23日g午後７時から　会場
＝リリックホール・コンサートホール
料金（全席自由）＝一般３，５００円、学
生２，０００円（当日５００円増） チケッ
ト発売日＝３月24日g

●長岡国際ふゆのたびフェスティ
ヴァル　－３つのコンサート－
①フルート・リサイタル
３月10日g午後７時から
ロンドン交響楽団の首席フルーティ

スト、ポール・エドマンド＝デイヴィ
スさんがやってきます！
②ガラ・コンサート
３月13日c午後７時から
長岡市民合唱団、チェンバロの八百

板正己さんが出演。フルートのポール
さんやヴァイオリニスト、ユラ・リー
さんも共演。華やかな演奏会です。
③ヴァイオリン・リサ
イタル
３月18日a午後２時か
ら　
今、話題の東洋の若

き天才ヴァイオリニス
ト、ユラ・リーさんが
長岡で日本デビュー！
聞き逃せない演奏会で
す。

◆　　　　　◆

会場＝リリックホール・コンサートホ
ール　料金（全席自由）＝一般３，０００
円、学生１，５００円（当日各５００円増）
セット券（３公演）一般７，０００円、学
生３，５００円

&長岡市芸術文化振興財団ガイド 129・7711

参加者募集！

イベント紹介！

チケット購入はお早めに！

▲ユラ・リーさん

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
囲
碁
初
心
者
講
座

■
リ
ト
ミ
ッ
ク
公
開
レ
ッ
ス
ン

■
話
し
方
教
室
「
話
の
泉
」
会
員
募
集

■
合
同
バ
ン
ド
演
奏
会
（
無
料
）

■
小
学
生
卓
球
教
室

公
園
緑
地
課
†
DJ.

S
S
T
Q

●
花
と
緑
の
教
室
（
無
料
）

「
ク
ン
シ
ラ
ン
の
育
て
方
」

春�　間�

　
近�

　
　
！�

▲ユキワリソウ



ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
小
林
さ
ん
1
32
・

７
１
５
９

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
参
加
料
⑤

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
な
ど

◇
長
岡
サ
ッ
カ
ー

①
４
月
〜
11
月
の
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
30
分
②
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
③

小
学
生
④
１
〜
３
年
生
…
年
１
０
、０
０
０

円
、
４
〜
６
年
生
…
年
２
０
、０
０
０
円

（
入
団
金
５
、０
０
０
円
）
⑤
小
林
さ
ん
1

35
・
１
６
２
０
（
午
後
７
時
以
降
）
※
説
明

会
を
３
月
18
日
a
午
前
10
時
か
ら
北
部
体

育
館
で
開
催
（
保
護
者
も
）

◇
表
町
剣
士
会

①
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
８

時
30
分
②
表
町
小
学
校
③
ど
な
た
で
も
④

月
５
０
０
円
⑤
丸
山
さ
ん
1
32
・
１
５
１
９

◇
江
陽
剣
士
会

①
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
②

江
陽
中
学
校
③
小
学
１
年
生
以
上
④
月
１
、

０
０
０
円
⑤
大
塚
さ
ん
1
27
・
３
１
５
６

◇
川
崎
東
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

①
第
２
土
、
日
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

（
月
３
回
）
②
川
崎
東
小
学
校
③
小
学
生

④
年
６
、０
０
０
円
（
入
会
金
４
、０
０
０
円
）

⑤
大
森
さ
ん
1
36
・
９
１
４
０

現
在
、
県
内
在
住
の
人
が
対
象
で
す
。

受
付
＝
３
月
14
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
ガ
イ
ド
配
置
場
所
＝
市
役
所
案

内
所
（
１
階
）、
市
民
の
声
情
報
室
（
１
階
）

企
画
課
（
４
階
）、
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
（
厚
生
会
館
隣
）、
市
民
体
育
館
、
北
部

体
育
館
、
南
部
体
育
館
、
生
涯
学
習
・
体

育
課
（
中
央
公
民
館
内
）、
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
　
問
い
合
わ
せ
＝
第
一
次
チ
ケ
ッ
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
24
時
間
テ
ー
プ

対
応
）
1
０
１
８
０
・
９
９
３
・
５
３
１

（
携
帯
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
不
可
）、
日
本
組
織
委

員
会
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
1
０
３
・
３
２
８

７
・
１
１
９
９
（
月
〜
金
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
６
時
、
祝
日
除
く
）

く
な
り
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ

り
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
市
内
の
金
融
機
関
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
預
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

振
替
の
開
始
は
、
申
請
書
を
提

出
し
た
翌
月
の
末
日
の
納
期
限
分

（
国
民
年
金
保
険
料
は
希
望
の
月

分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
13
年
度
当
初
分
か

ら
口
座
振
替
を
ご
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
３
月
30
日
f
（
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
は
４
月
10
日
c
）

ま
で
に
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の
＝
預
金
通
帳
、
届

出
印
　
問
い
合
わ
せ
＝
市
税
と
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
…
収
納

課
1
39
・
２
２
１
４
、
国
民
健
康

保
険
料
…
国
保
医
療
課
1
39
・
２

２
２
０
、
国
民
年
金
保
険
料
…
市

民
課
1
39
・
２
２
５
０
、
介
護
保

険
料
…
介
護
保
険
課
1
39
・
２
２

４
５苗

の
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
、

農
家
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
農
業

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

５
月
22
日
c
に
開
園
し
、
随
時

作
業
に
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

会
場
＝
ゆ
め
農
園
（
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
セ
ン
タ
ー
隣
）

定
員
＝
20
人

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
　
作
付
け

作
目
＝
枝
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

里
芋
、
大
根
、
体
菜
な
ど
　
申
し

込
み
＝
農
林
政
策
課
1
39
・
２
２

２
４
、
FAX
39
・
２
２
７
１

こ
の
機
会
に
ご
自
分
の
資
産
内

容
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
（
土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
）。

場
所
＝
資
産
税
課
（
市
役
所
２
階
）

用
意
す
る
も
の
＝
認
印
（
代
理
の

場
合
は
、
所
有
者
の
認
印
ま
た
は

委
任
状
と
代
理
人
の
認
印
）

問

い
合
わ
せ
＝
資
産
税
課
1
39
・
２

２
１
３

な
お
、
４
月
16
日
b
こ
ろ
に
発

送
す
る
納
税
通
知
書
に
は
、
資
産

の
内
容
を
記
載
し
た
「
課
税
明
細

書
」
を
添
付
し
ま
す
。

昨
年
実
施
し
た
市
街
化
区
域
お

よ
び
市
街
化
調
整
区
域
の
変
更
に

関
連
す
る
地
区
計
画
と
そ
れ
に
伴

う
用
途
地
域
、
高
度
地
区
、
準
防

火
地
域
の
都
市
計
画
変
更
に
あ
た

り
、
そ
の
内
容
を
記
し
た
変
更
案

の
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

こ
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
の

あ
る
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
３
月
５
日
b
〜
19
日

b

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
３
階
都

市
政
策
課
1
39
・
２
２
２
５

市
税
、
下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
、
国
民
健
康
保
険
料
、
国
民

年
金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
納

付
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
納
期
ご
と

に
金
融
機
関
に
出
向
く
手
間
が
な

〔
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
〕

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市

や
ド
イ
ツ
友
好
都
市
か
ら
訪
れ
る

青
少
年
の
み
な
さ
ん
の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

滞
在
期
間
＝
１
〜
２
週
間
程
度

内
容
＝
①
平
日
に
行
わ
れ
る
協
会

事
業
へ
の
送
迎
②
朝
晩
や
週
末
を

一
緒
に
過
ご
し
て
お
互
い
の
交
流

を
深
め
る

登
録
さ
れ
た
家
庭
に
は
都
合
を

確
認
し
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
お
願
い
す
る
場
合
は
、
事
前

説
明
会
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

〔
賛
助
会
員
募
集
〕

協
会
を
支
援
す
る
企
業
お
よ
び

個
人
を
募
集
し
ま
す
。

会
員
に
は
機
関
紙
「
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｄ

Ｙ
」
を
送
付
し
、
国
際
交
流
の
情

報
を
優
先
的
に
お
知
ら
せ
す
る
ほ

か
、
協
会
主
催
の
事
業
に
参
加
す

る
際
に
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
会
費
＝
個
人
２
、０
０
０
円
、
学

生
１
、０
０
０
円
、
企
業
１
０
、０
０

０
円
　◇

　
　
　
　
　
　
◇

問
い
合
わ
せ
＝
7
長
岡
市
国
際
交

流
協
会
（
国
際
文
化
課
内
）
1
39

・
２
２
０
７
、
FAX
39
・
２
２
８
０

期
日
と
会
場
＝
①
３
月
26
日
b
…

北
部
体
育
館
②
３
月
29
日
e
…
市

民
体
育
館
大
ア
リ
ー
ナ
　
時
間
＝

午
後
７
時
〜
９
時
　
参
加
料
＝
１

０
０
円
　
持
ち
物
＝
運
動
の
で
き

る
服
装
、
内
履
き
　
申
し
込
み
＝

①
３
月
13
日
c
〜
21
日
d
に
北
部

体
育
館
1
24
・
６
１
１
６
へ
②
３

月
13
日
c
〜
23
日
f
に
市
民
体
育

館
1
34
・
２
７
０
０
へ

期
日
＝
４
月
４
日
〜
翌
年
３
月
27

日
の
毎
週
水
曜
日
　
時
間
＝
Ａ
コ

ー
ス
…
午
後
７
時
〜
８
時
、
Ｂ
コ

ー
ス
…
午
後
８
時
〜
９
時

会
場

＝
市
民
体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ

定

員
＝
Ａ
コ
ー
ス
…
25
人
、
Ｂ
コ
ー

ス
…
10
人

参
加
料
＝
１
２
、０
０

０
円
（
初
回
に
。
使
用
料
、
保
険

料
込
み
）

持
参
す
る
も
の
＝
顔

写
真
（
５
㎝
×
５
㎝
）、
内
履
き
の

運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
し
込
み
＝
３
月
19
日
b
〜
23
日

f
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）
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●
「
ゆ
め
農
園
」
参
加
者
募
集
！

■
長
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

■
２
０
０
２
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

サ
ッ
カ
ー
大
会
チ
ケ
ッ
ト
申
し
込
み

スポーツ�

くらし�

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）
†
DE.

S
X
Q
Q

●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
カ
ロ
ー
リ
ン
　

グ
＆
ペ
タ
ン
ク
）
体
験
講
習
会

●
（財）
長
岡
市
国
際
交
流
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
は
３
月
21
日
（水）
ま
で
で
す

●
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
　

会
員
募
集

●
都
市
計
画
変
更
案
の
図
書
の

縦
覧
に
つ
い
て

●
市
税
な
ど
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

◆
長
岡
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
長
岡
市
の
お
知
ら
せ
」
毎
週
月
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
４
分
間

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
１
回
入
賞
者
決
定
！

s
大
賞
「
真
衣
ち
ゃ
ん
　
凱
旋
」

い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
応
募
作
品
は
51
点
。
そ

の
中
か
ら
こ
の
た
び
大
賞
１
点
、

入
賞
３
点
（
左
表
参
照
）
と
、
佳

作
８
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
３
月
１
日
e
か
ら
、

市
民
体
育
館
、
南
部
体
育
館
、
北

部
体
育
館
、
悠
久
山
プ
ー
ル
の
順

に
一
週
間
ず
つ
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
7
長
岡
市
体
育
協

会
1
34
・
２
７
０
０

真
衣
ち
ゃ
ん

凱
旋�

多
田
誠
一�

（
学
校
町
1
）�

し
っ
か
り
ー
！�

村
山
康
英�

（
御
山
町
）�

ド
リ
ブ
ル�

突
破
だ
！！
�

結
城
昭
一�

（
北
山
1
）�

ガ
ン
バ
レ�

長
岡�

本
田
嘉
昭�

（
日
赤
町
1
）�

大
賞�

入
賞�

（
敬
称
略
）

日
時
＝
小
学
生
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・
木
曜

日
の
午
後
５
時
〜
７
時
（
午
後
７
時
〜
９

時
の
場
合
も
あ
り
）、
土
曜
日
の
午
後
２

時
〜
４
時
、
中
学
生
コ
ー
ス
…
毎
週
火
・

水
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
、
土
曜
日
の

午
後
４
時
〜
６
時
（
時
間
変
更
の
場
合
あ

り
）

会
費
＝
小
学
１
〜
２
年
生
…
月
３
、

０
０
０
円
、
小
学
３
〜
中
学
３
年
生
…
月

６
、０
０
０
円
（
入
会
金
５
、０
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
＝
堀
沢
さ
ん
1
０
９
０
・
８

８
４
３
・
１
７
５
８

日
時
・
内
容
＝
４
月
１
日
a
午
前
10
時
〜

正
午
…
講
習
会
、
午
後
１
時
〜
４
時
…
合

同
練
習
と
表
演
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
大

ア
リ
ー
ナ
　
参
加
料
＝
４
、０
０
０
円
（
見

学
は
一
般
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
）

講
師
＝
全
拳
協
本
部
・
中
野
春
美
さ
ん

申
し
込
み
＝
３
月
10
日
g
ま
で
に
参
加
料

を
添
え
て
市
民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
へ

日
時
＝
４
月
３
日
〜
24
日
の
毎
週
火
曜
日

（
計
４
回
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

会
場
＝
南
部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア

対
象
＝
18
歳
以
上
（
高
校
生
除
く
）

定

員
＝
20
人
　
参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
（
初

回
に
）

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、

外
履
き
　
申
し
込
み
＝
南
部
体
育
館
1

39
・
３
６
０
０

日
時
＝
４
月
４
日
〜
７
月
25
日
の
毎
週
水

曜
日
①
午
後
７
時
〜
８
時
②
午
後
８
時
〜

９
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー
ル

参

加
料
＝
①
②
各
４
、３
０
０
円
（
両
方
参
加

の
場
合
８
、３
０
０
円
）

申
し
込
み
＝
市

民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
ま
た
は
初
回

に
直
接
会
場
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

スポーツ教室の
ご案内

〈参加料〉次のいずれかの方法で納入してください。
一括納入…１４，０００円（４月納入）
分割納入…４月６，０００円、９月５，０００円、１月４，０００円

の３回払い

※大会などのため日程を変更する場合があります。

※親子体育教室、幼年体育教室の募集は４月号でお知らせ　
します。

〈初回に持参するもの〉
参加料　運動のできる服装　内履きの運動靴　タオル
顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）

学校町１の２の１�市�民�体�育�館� 曲新町５６４の３�南�部�体�育�館�

東蔵王２の２の72北�部�体�育�館� 大手通１の４の10厚�生�会�館�

教室名� マスターズ�

スポーツクラブ�

レディース�

３月12日b午前９時から電話で市民体育館†34・2700へ�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボール・卓球・�
　バドミントン・ミニテニス）　�

月曜日コース�木曜日コース�火曜日コース�金曜日コース�

おおむね55歳�
以上の男女�

�
女　　　性�

70 人�
４月９日～�
来年３月25日�
毎週月曜日�

70 人�
４月12日～�
来年３月28日�
毎週木曜日�

30 人�
４月10日～�
来年３月19日�
毎週火曜日�

40 人�
４月13日～�
来年３月22日�
毎週金曜日�

13：30～15：00 10：00～11：30

対　象�

募集人数�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み�

教室名� 婦人�
スポーツクラブ�

マスターズ�
スポーツクラブ�

エアロビック�
ダンスクラブ�

�
女　　　性�

おおむね55歳�
以上の男女�

�
どなたでも�

35 人� 30 人� 30 人�

　４月９日～　�
　来年３月18日�
毎週月曜日�

　４月11日～　�
　来年３月13日�
毎週水曜日�

　４月13日～　�
　来年３月15日�
毎週金曜日�

10：00～11：30 13：30～15：00 10：00～11：00

対　象�

募集人数�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み� ３月12日b午前９時から電話で南部体育館†39・3600へ�

・各種スポーツ�
・ゲーム�
・エアロビックな
　運動�

・各種体操�
・各種スポーツ、
　ゲーム（ミニテニ　�
　ス・ソフトバレー）�

・エアロビック�
　ダンス�
・ストレッチ体操�

教室名�
�

若返りクラブ�
�

青年クラブ�
�

婦人クラブ�
�

市民クラブ�

おおむね55歳�
以上の男女�

�
青年男女�

�
女　　性�

�
成年男女�

20 人� 30 人� 20 人� 20 人�

４月４日～来年３月27日�
毎週水曜日�

４月５日～来年３月28日�
毎週木曜日�

13：30～�
15：15

19：00～�
21：00

10：00～�
12：00

18：30～�
20：30

対　象�

募集人数�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み� ３月12日b午前９時から電話で市民体育館†34・2700へ�

　～体力づくりと仲間づくり、�
　　　　　　　　　　　楽しみながらの健康づくり～�
・各種スポーツ、ゲーム、ストレッチ体操など�

教室名�

�
女　　　性�

おおむね55歳�
以上の男女�

�
一　　　般�

50 人� 50 人� 50 人�

４月11日～来年３月27日�
毎週水曜日�

10：00～11：30 13：30～15：00 19：00～20：30

対　象�

募集人数�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み� ３月12日b午前９時から電話で北部体育館†24・6116へ�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム�
（ソフトバレーボール・卓球・バドミントン・ミニ　　
　テニス）�

�
婦　　　人�

�
マスターズ�

�
一　　　般�

■
太
極
拳
講
習
会

■
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

■
長
岡
ビ
ル
ボ
ー
ド

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�



会
場
＝
北
部
体
育
館
　
定
員
＝
各
20
人

申
し
込
み
＝
３
月
12
日
b
午
前
９
時
か
ら

北
部
体
育
館
1
24
・
６
１
１
６
へ

◇
　
　
　
　
　
　
◇

①
対
象
②
練
習
時
間
③
参
加
料
④
説
明
会

⑤
問
い
合
わ
せ

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
小
学
１
年
生
以
上
②
４
月
４
日
〜
来
年

３
月
27
日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
45
分

〜
７
時
③
年
８
、０
０
０
円

◇
寿
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
５
歳
以
上
②
４
月
４
日
〜
来
年
３
月
27

日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
〜
７
時
③
月

３
、０
０
０
円

◇
桜
剣
士
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
　

①
小
学
１
年
生
以
上
②
４
月
４
日
〜
来
年

３
月
27
日
の
毎
週
２
回
午
後
４
時
30
分
〜

能
力
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
④

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人

報
酬
＝
月
額
19
万
円
程
度
　
勤
務

時
間
＝
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交

替
制
勤
務
　
受
付
期
間
＝
３
月
19

日
b
〜
25
日
a

要
項
請
求
・
問

い
合
わ
せ
＝
〒
９
４
０
―
２
１
０

１
寺
島
町
３
１
５
7
長
岡
市
芸
術

文
化
振
興
財
団
事
務
局
（
リ
リ
ッ

ク
ホ
ー
ル
内
）
1
29
・
７
７
１
１
へ

水
道
事
業
は
３
月
が
決
算
月
で

す
。
こ
の
た
め
、
３
月
が
検
針
月

に
あ
た
る
人
の
振
替
日
を
例
年
ど

お
り
繰
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

繰
り
上
げ
振
替
日
＝
３
月
28
日
d

納
入
料
金
＝
２
、
３
月
分
　
問
い

2 8

６
時
③
月
２
、５
０
０
円
（
入
会
金
２
、０
０

０
円
）
④
４
月
４
日
d
午
後
６
時
か
ら
北

部
体
育
館
⑤
渡
辺
さ
ん
1
35
・
１
０
２
２

日
時
＝
３
月
12
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
会
場
＝
長
岡
保
健
所

内
容
＝
精
神

科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予
約
制
）

申
し
込
み
＝
長
岡
保
健
所
1
33
・
４
９
３
１

日
時
＝
４
月
６
日
f
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　
会
場
＝
市
役
所
幸
町
分
室
第
５
会
議

室
　
対
象
＝
不
動
産
の
賃
貸
や
価
格
決
定

で
お
困
り
の
人
　
問
い
合
わ
せ
＝
6
日
本

不
動
産
鑑
定
協
会
新
潟
県
部
会
1
０
２
５

・
２
２
５
・
２
８
７
３

合
わ
せ
＝
水
道
局
業
務
課
1
35
・

１
６
１
９

米
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
秋
に
は
収
穫
し
た
お
米
を

お
持
ち
い
た
だ
け
ま
す
（
コ
シ
ヒ

カ
リ
30
㎏
程
度
）。

場
所
＝
大
積
折
渡
町
地
内

定
員

＝
20
組
（
家
族
ま
た
は
４
〜
５
人

の
グ
ル
ー
プ
）

参
加
料
＝
１
組

２
０
、０
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
４

月
20
日
f
ま
で
に
農
林
政
策
課
1

39
・
２
２
２
４
ま
た
は
Ｊ
Ａ
越
後

な
が
お
か
大
積
支
店
1
46
・
２
２

０
８
へ
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

採
用
予
定
日
＝
平
成
13
年
５
月
１

日
　
職
種
と
人
数
＝
事
業
担
当

（
臨
時
職
員
・
２
人
）

勤
務
場

所
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

雇
用
期

間
＝
５
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日

（
事
業
運
営
の
実
績
に
よ
り
更
新

す
る
場
合
あ
り
）

職
務
内
容
＝

自
主
事
業
の
企
画
、
制
作
お
よ
び

実
施
に
関
す
る
業
務

応
募
資
格

＝
①
昭
和
43
年
４
月
２
日
〜
54
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
平
成

13
年
３
月
31
日
ま
で
に
大
学
を
卒

業
し
た
人
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

人
②
音
楽
、
演
劇
ま
た
は
舞
踊
な

ど
の
文
化
事
業
の
企
画
、
制
作
お

よ
び
実
施
に
関
す
る
業
務
に
従
事

す
る
意
欲
が
あ
る
こ
と
③
英
語
の

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№34
インターネットの利用で、
高額なダイヤルＱ2情報料の請求がきた！

Ｑ：　インターネットを使っていて、
電話会社から、使った覚えのな
いダイヤルＱ２の情報料５万円
の請求がきた。払わなければい
けないか。

Ａ：　これは、利用者がアダルト情
報やアイドル情報などのホーム
ページにアクセスした際に、ボ
タンをクリックする過程で、知
らないうちにダイヤルＱ２に接続するソフトを取り込
んでしまったためにおこるものです。国際電話に接続
してしまうこともあります。
この場合、ダイヤルＱ２の情報料や国際電話料金の
支払いは拒否することができますので、電話会社に相
談してください。

トラブルを防ぐには…
①アダルトサイトなどで「続きを見るにはここをクリッ
ク」という表示には注意する。

②プロバイダーの接続設定が書きかえられていないか、
時々確認する。

③あらかじめ、ダイヤルＱ２や国際電話会社に接続しな
いようにしておく。

問い合わせは消費生活センター†32・0022へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

●
7
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
　

臨
時
職
員
募
集

●
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日

繰
り
上
げ
の
お
願
い

●
棚
田
オ
ー
ナ
ー
を
募
集

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

我
が
国
最
古
の
歌
集
「
万
葉
集
」

の
中
で
、
大
伴
家
持
が
「
も
の
の

ふ
の
八
十
を
と
め
ら
が
把
み
乱
ふ

寺
井
の
上
の
堅
香
子
の
花
」
と
歌

っ
て
い
ま
す
。
カ
タ
ク
リ
の
名
は
、

そ
の
「
堅
香
子
」
に
由
来
し
て
い

ま
す
。
古
名
の
カ
タ
カ
ゴ
か
ら
カ

タ
コ
、
続
い
て
カ
タ
ユ
リ
か
ら
カ

タ
ク
リ
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

春
山
の
明
る
い
落
葉
樹
林
下
の

斜
面
に
い
ち
早
く
咲
き
出
す
カ
タ

か
た

か

ご

ま
が

く

ク
リ
の
や
さ
し
い
風
情
は
、
雪
国

の
人
々
に
愛
着
を
も
っ
て
迎
え
ら

れ
ま
す
。
花
や
若
葉
は
食
用
と
し

て
お
ひ
た
し
な
ど
に
さ
れ
た
ほ
か
、

地
下
の
鱗
茎
（
球
根
）
か
ら
取
れ

る
良
質
の
で
ん
ぷ
ん
は
、
片
栗
粉

と
し
て
熱
湯
で
溶
い
て
整
腸
剤
に

用
い
ら
れ
ま
し
た
。

カ
タ
ク
リ
は
実
生
か
ら
花
が
咲

く
ま
で
７
、
８
年
も
の
長
い
年
月

が
か
か
り
ま
す
。
早
春
に
他
の
山

草
に
先
駆
け
て
開
花
す
る
と
、
頭

り
ん
け
い

上
の
若
葉
が
茂
る
こ
ろ
に
は
実
を

結
ん
で
休
眠
に
入
り
、
翌
春
ま
で

地
中
で
過
ご
し
ま
す
。

自
生
地
で
は
、
ま
れ
に
真
っ
白

い
花
や
か
な
り
濃
い
色
の
花
を
見

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
群
生
地
は
段
々
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

近
年
は
、
外
国
か
ら
白
色
、
桃

色
、
黄
色
花
な
ど
の
原
種
や
改
良

種
も
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
露
地
植
え
）
カ
タ
ク
リ
は
、
雑

木
林
の
東
斜
面
や
東
北
斜
面
に
群

生
地
を
見
か
け
ま
す
。
し
か
も
、

鱗
茎
は
腐
葉
土
の
積
も
っ
た
深
い

場
所
に
も
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
適
温
適
湿
を
持
続
で
き
る
場

所
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。高

温
の
直
射
日
光
に
弱
い
の
で
、

庭
植
え
で
は
夏
、
日
陰
と
な
る
落

葉
樹
の
下
に
腐
葉
土
な
ど
を
十
分

す
き
こ
み
、
数
球
ま
と
め
て
植
え

ま
す
。

（
鉢
植
え
）
上
品
な
花
な
の
で
、

鉢
植
え
に
も
よ
く
合
い
ま
す
。
た

だ
し
、
毎
年
鉢
で
咲
か
せ
る
の
は

難
し
い
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

鉢
は
５
号
鉢
以
上
の
深
鉢
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

主
用
土
は
、
山
砂
や
桐
生
砂
に

赤
玉
土
を
３
、
４
割
混
合
し
た
も

の
か
、
市
販
の
山
野
草
用
の
土
に

腐
葉
土
２
、
３
割
と
マ
グ
ア
ン
プ

Ｋ
を
少
量
混
合
し
た
も
の
を
使
い

ま
す
。
５
号
鉢
に
３
〜
５
球
が
目

安
で
、

植
え
つ

け
は
９

月
下
旬

か
ら
10

月
が
適

期
で
す
。

（
四
季
の
管
理
）

明
る
い
陽
光
の
当
た
る
場
所

に
置
き
ま
し
ょ
う
。

生
育
期
間
の
短
い
植
物
な
の
で
、

葉
が
元
気
な
と
き
に
液
肥
な
ど
を

十
分
に
与
え
て
や
り
、
鱗
茎
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

病
害
虫
の
被
害
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
幼
虫

に
食
害
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

葉
は
枯
れ
て
鱗
茎
は
地
中
で

休
眠
し
て
い
ま
す
。

鱗
茎
に
は
で
ん
ぷ
ん
が
多
く
貯

蔵
し
て
あ
る
の
で
、
高
温
多
湿
に

な
る
と
腐
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

水
は
少
な
め
に
与
え
、
直
射
日

光
が
当
た
り
高
温
に
な
る
場
所
は

さ
け
て
日
陰
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

落
葉
樹
の
下
な
ど
に
鉢
ご
と
埋

め
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

寒
さ
に
は
強
い
の
で

す
が
、
凍
結
し
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
春
の
雪
消
え
ま
で
、
排
水
の

よ
い
地
中
に
埋
め
て
お
く
の
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

雪
国
の
春
山
に
雪
解
け
水
が
流
れ
出
し
、
マ
ン
サ
ク
や
キ
ブ

シ
の
花
が
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
、
可
憐
で
う
る
わ
し
い
カ
タ
ク

リ
の
花
も
咲
き
出
し
ま
す
。

早
春
の
日
差
し
の
も
と
、
そ
よ
風
に
身
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら

我
が
世
の
春
を
謳
歌
す
る
姿
か
ら
は
、
春
の
歌
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
で
す
。

今
月
は
カ
タ
ク
リ
の
紹
介
で
す
。

お
う

か

春
の
息
吹
を
感
じ
る
カ
タ
ク
リ

165

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

５
月
か
ら

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で

定
期
借
地
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す

定
期
借
地
制
度
と
は
、
平

成
４
年
に
施
行
さ
れ
た
借
地

借
家
法
で
新
た
に
誕
生
し
た

制
度
で
す
。
従
来
の
借
地
権

と
は
異
な
り
、
一
定
の
期
間

（
公
団
の
場
合
50
年
）
で
、

消
滅
す
る
定
期
借
地
権
と
い

う
権
利
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

定
期
借
地
契
約
締
結
時
に

保
証
金
を
預
け
（
契
約
終
了

時
に
返
還
）、
後
は
少
額
の
賃

料
を
払
う
こ
と
で
、
50
年
間

土
地
を
自
由
に
使
用
で
き
ま

す
。主

な
メ
リ
ッ
ト
は
①
土
地

を
購
入
す
る
場
合
に
比
べ
、

は
る
か
に
少
な
い
資
金
で
マ

イ
ホ
ー
ム
が
持
て
る
②
一
定

期
間
経
過
後
、
土
地
を
買
い

取
る
こ
と
も
可
能
（
将
来
設

計
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対

応
）、③
貸
し
主
が
公
的
機
関

で
あ
る
た
め
安
心
な
ど
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ち
い
き
公

団
分
譲
課
1
47
・
１
５
０
０

長岡ニュータウン（第２住区）の
町名変更について
長岡ニュータウン第２住区が新しい町名に
なりました。
新しい町名は「陽光台」です（下図参照）。

▲陽光台の区域図（２月２日施行）

国民健康保険の手続きをお忘れなく
転入・転出をしたり、就職・退職などで保険の種類や

資格が変わったりしたときは、14日以内に市民課（市役
所１階④番窓口）で手続きをしてください。

こ
ん
な
と
き�

持
参
す
る
も
の�

他
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
と
き�

印
鑑
・
転
出
証

明
書�

印
鑑
・
母
子
健

康
手
帳�

印
鑑�

印
鑑�

健
保
の
保
険
証�

年
金
証
書�

在
学
の
証
明
書�

印
鑑
・
健
保
の

離
脱
日
を
確
認

で
き
る
書
類�

他
市
町
村
へ
転
出

す
る
と
き�

他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き�

退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
っ
た
と
き�

修
学
の
た
め
他
の
市

町
村
へ
行
く
と
き�

長
期
旅
行
な
ど
の
た
め

住
居
を
離
れ
る
と
き�

死
亡
し
た
と
き�

他
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
と
き�

子
ど
も
が
生
ま
れ

た
と
き�

現在、お持ちの国保の保険証�

国 保 に 加 入�国 保 を 離 脱�そ　の　他�

¡手続きの際には、窓口で本人と確認できる証明書（免
許証・保険証など）の提示をお願いしています。ご協
力ください。なお、押印が不要な手続きもあります。

¡老人保健や医療費助成制度の受給者は、その変更手続
きも必要になります。

¡転出や他の健康保険に加入したとき、新しい保険証が
届くまでの間、病院などで受診するときは、窓口で保
険証が変わったことを伝えてください。いままでの国
保の保険証を使って受診すると、後で市が負担した医
療費を返してもらうことがあります。

問い合わせ＝国保医療課1３９・２２２０

標準小作料を改訂しました
適正な金額で農地の貸し借りができるよう、次のとおり標

準小作料を改訂しました。
この標準小作料は、貸し手と借り手が農地の小作料を決め

る際の目安となるものです。すでに契約している小作料につ
いても、当事者双方の話し合いで変更することができます。

N

国営越後丘陵公園

問い合わせ＝地元の農業委員または
農業委員会事務局1３９・２２４３

◎標準小作料�

農地区分の川西山間は、宮本、大積地区とする�

（単位：円／10ａ）�

適用時期は平成13年作付分からです�

未整理地および戦後間もないころに耕地整理した
おおむね10ａ以下の区画の水田�
県営、団体営等でほ場整備したおおむね30ａ前後の
区画の水田�
県営、団体営等でほ場整備したおおむね50ａ以上の
区画の水田�

一 般 田�

整備済田�

大区画田�

一 般 田 �
２０,０００�
２１,０００�
７,５００�

田�農 地 区 分 �
�
川 東 �
川 西 �
川 西 山 間 �

整 備 済 田 �
２６,５００�
２８,０００�
１６,５００�

大 区 画 田 �
２７,５００�
２９,０００�
――�

畑�
�

９,５００�
１０,５００�
２,５００�

■
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
（
無
料
）

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

陽光台5丁目

陽光台1丁目

陽光台2丁目

陽光台3丁目

陽光台4丁目

▲カタクリ
花言葉は初恋です

鉢植え

用土

大粒

元肥

夏 春

秋
か
ら
冬

ようこうだい



い
合
わ
せ
＝
興
国
寺
・
小
西
さ
ん
1
33
・
２

２
６
９

入
学
案
内
は
介
護
保
険
課
（
市
役
所
２

階
）
と
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
（
１
階
）
で
。

講
座
・
受
講
料
＝
教
養
講
座
、
福
祉
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
（
各
５
、０
０
０
円
）、
ワ
ー

プ
ロ
講
座
（
１
０
、
０
０
０
円
）

期
間

＝
６
月
〜
10
月
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長

岡
ほ
か
　
対
象
＝
お
お
む
ね
60
歳
以
上

申
し
込
み
＝
４
月
20
日
f
ま
で
に
7
新
潟

県
長
寿
社
会
振
興
財
団
1
０
２
５
・
２
８
５

・
１
４
０
０
へ

授
業
科
目
を
一
般
公
開
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
４
日
d
午
後
１
時
〜
２
時

会
場
＝
長
岡
大
学
２
２
５
教
室
　
申
し
込

み
＝
長
岡
短
期
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

1
39
・
１
９
０
３
、
FAX
39
・
９
５
６
６

高
齢
者
、
障
害
者
の
不
動
産
や
相
続
、

介
護
、
福
祉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
無

料
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
（
面
談
に
よ

る
相
談
は
予
約
制
）。

日
時
＝
３
月
17
日
g
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
　
問
い
合
わ
せ
＝
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

に
い
が
た
1
０
２
５
・
２
２
８
・
１
７
２
７

在
宅
の
障
害
児
（
者
）
の
人
と
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
に
つ
い
て
調
整
な
ど
を
し
ま
す
。
相

談
は
来
所
、
電
話
、
訪
問
な
ど
で
。

対
象
＝
知
的
障
害
児
（
者
）、
身
体
障
害
児
、

重
症
心
身
障
害
児（
者
）の
人
と
そ
の
家
族

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
療
育
園
（
深
沢
町
）

1
46
・
７
９
０
０
、コ
ロ
ニ
ー
に
い
が
た
白

岩
の
里
企
画
相
談
室
（
寺
泊
町
）
1
75
・
５

０
８
１

申
し
込
み
＝
介
護
保
険
課
1
39
・

２
２
４
５

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的
に

訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
訓
練
室

を
開
放
し
て
い
ま
す
。
看
護
婦
に

よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
、
簡
単
な

体
操
の
紹
介
も
し
ま
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
み
や
う
ち

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、
健

康
に
関
す
る
こ
と
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
21
日
d
午
後
１
時
15

分
〜
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー
　
内
容
＝
心
の
健
康
　
担
当
＝

精
神
保
健
福
祉
相
談
員
、
保
健
婦

リ
ハ
ビ
リ
の
仕
方
や
寝
た
き
り

予
防
に
つ
い
て
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
　
場
所
＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み

や
う
ち
（
曲
新
町
５
６
６
の
７
）

平
成
12
年
６
月
生
ま
れ
　
日
時
＝

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照

し
て
市
内
の
小
児
科
医
・
病
院
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、

母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、
赤
ち

ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の
み
）

実
施
時
間
・
会
場
が
変
更
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健

康
課
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム
で

は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。

バ
ス
案
内
＝
長
岡
駅
大
手
口
６
番

タ
ー
ミ
ナ
ル
発
に
乗
車
し
、
三
ツ

郷
屋
停
留
所
下
車
、
長
岡
イ
ン
タ

ー
方
向
に
徒
歩
５
分
　
受
付
＝
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
成
分

献
血
は
1
29
・
２
３
５
０
に
予
約

必
要
）

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
36
年
４

月
２
日
〜
58
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
３
月
21
日
d
・
22
日
e
午

後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
血
圧
測

定
、尿
、肥
満
、貧
血
、高
脂
血
症
な

ど
の
検
査
　
申
し
込
み
＝
会
場
で

専
門
の
知
識
を
持
っ
た
相
談
員

（
保
健
婦
、
助
産
婦
、
思
春
期
相
談

員
）
が
、
女
性
の
全
生
涯
に
わ
た

る
か
ら
だ
の
こ
と
や
心
配
ご
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

す
（
秘
密
厳
守
）。
男
性
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
日
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
（
相

談
日
が
祝
祭
日
の
場
合
は
休
み
）

相
談
方
法
＝
電
話
お
よ
び
面
接

（
電
話
相
談
専
用
1
39
・
９
３
５
７
、

相
談
日
以
外
は
通
じ
ま
せ
ん
。
面

接
相
談
は
要
予
約
1
39
・
２
２
０

４
）

相
談
場
所
＝
け
さ
じ
ろ
荘

（
今
朝
白
１
）

４
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平
成

12
年
12
月
生
ま
れ
、
10
か
月
児
…

3 1

企
画
課
女
性
政
策
班

†
DJ.

S
S
Q
U

健 康�

●
女
性
の
健
康
相
談

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
DC.

V
Q
Q
Q

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

期
日�

会
　
場�

時
　
　
　
間�

４／７�
g

14�
g

午
前
　
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

ジ
ャ
ス
コ�

長
岡
店�

ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡

わ
き
通
路�

午
前
　
時
〜�

　
　
　
11
時
30
分�

午
後
０
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
４
時�

1010

期
日�

相
談
内
容�

担  

　
当�

リ
ハ
ビ
リ
や

介
護
上
の
悩

み
な
ど�

臨
床
心
理
士�

３/15�
e

リ
ハ
ビ
リ
や

運
動
の
仕
方

な
ど�

理
学
療
法
士�

22�
e

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

介
護
保
険
課

†
DJ.

S
S
U
V

●
足
腰
健
康
相
談
室

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

　月曜日・木曜日�
　火曜日・金曜日�
　水曜日・土曜日�

　  ４日a・20日-�
　  11日a・25日a�
　  18日a

立 川 綜 合 病 院（†３３・３１１１）�
長 岡 赤 十 字 病 院（†２８・３６００）�
長岡中央綜合病院（†３５・３７００）�

立 川 綜 合 病 院（†３３・３１１１）�
長 岡 赤 十 字 病 院（†２８・３６００）�
長岡中央綜合病院（†３５・３７００）�

休日急患診療所�
†３５・８２５５�
休日急患歯科診療所
†３３・９６４４�

内科（小児科）�
外科�

診 療 科 目� 受　付　時　間�

歯　科�

午前９時～11時30分、午後１時～５時30分�

午前９時～11時30分、午後１時～３時30分�

診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用くだ
さい。
a 休日急患診療所（西千手２の５の１　健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診
療所へ。
s 夜間等の当番病院
①平日（１月～３月の当番）

②休日

3月の急患診療体制

４
月
１
日
A

〜
７
日
G

は
、

春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
で
す

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
例
年
、

た
き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
に

よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

た
き
火
を
す
る
と
き
は
、
水
の
入

っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
消
火
の
準
備
を

し
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

〔
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〕

日
時
＝
４
月
７
日
g
午
前
10
時
〜

11
時
45
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
ふ
そ
き
　
内
容
＝
消
防
音
楽

隊
に
よ
る
広
報
演
奏
、
屈
折
車
ま

た
は
は
し
ご
車
の
試
乗
体
験
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

1
35
・
２
１
９
０

◆
Ｆ
Ｍ
な
が
お
か
「
長
岡
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前
７
時
45
分
〜
52
分
、
午
後
４
時
40
分
〜
47
分

身体障害者デイサービス事業
趣味、創作や生活訓練などの場を用意しています。

期間＝４月～来年３月　時間＝午前または午後（１日コースあり）
内容＝園芸、民謡、絵画、囲碁・将棋、軽スポーツ、編み物、折
り紙、コーラス、書道、クッキング、日常生活訓練、医療相談な
ど　対象＝市内在住の身体障害者　会場＝社会福祉センターほか
参加料＝１回３２０円の昼食代と材料費（実費） 申し込み＝３月
12日bまで

問い合わせ　社会福祉協議会1３３・６０００、福祉相談課1３９・２２１８

ともしび�
マーク�

■
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
（
当
日
の
み

1
39
・
５
５
０
２
）

■
新
潟
県
高
齢
者
大
学
学
生
募
集

■
13
年
度
長
岡
大
学
・
長
岡
短
期
大
学

科
目
等
履
修
生
ガ
イ
ダ
ン
ス

■
障
害
児（
者
）地
域
療
育
等
支
援
事
業

の
ご
案
内

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
の
１
カ
月
分
の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
が
次
の
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
に
よ
り
超
え
た
分

が
、
高
額
療
養
費
と
し
て
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
の
き

か
な
い
差
額
ベ
ッ
ト
料
や
入
院
時

の
食
事
代
な
ど
は
除
き
ま
す
。

老
人
保
健
の
人
は
こ
の
制
度
の

適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

老
人
保
健
法
の
高
額
医
療
費
に
該

当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1
39

・
２
２
２
０

き
は
、「
燃
や
す
ご
み
」
は
寿
事
業

所
か
鳥
越
事
業
所
へ
、「
燃
や
さ
な

い
ご
み
」「
粗
大
ご
み
」は
鳥
越
事

業
所
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

〔
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ
〕

事
業
活
動
に
よ
っ
て
出
る
ご
み

は
、
事
業
者
が
責
任
を
も
っ
て
、

生
活
環
境
の
保
全
上
、
支
障
の
な

い
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
量
が
少
な
く
、
市
の
有

料
指
定
袋
に
入
れ
て
町
内
の
ご
み

収
集
場
所
に
出
す
場
合
は
、
管
理

し
て
い
る
町
内
の
許
可
を
得
た
う

え
で
、
１
回
に
つ
き
２
袋
ま
で
に

し
て
く
だ
さ
い
。

原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
車
、
１
２

５
ｃ
ｃ
以
上
の
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
他
人

に
譲
渡
ま
た
は
廃
棄
し
た
人
は
３

月
30
日
f
ま
で
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
税
課
1
39
・

２
２
１
２

期
間
＝
３
月
21
日
d
〜
４
月
10
日

c
（
土
・
日
・
月
曜
日
除
く
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
内
（
寿
３
）
に
あ
り

ま
す
。
準
備
の
都
合
上
、
お
出
か

け
前
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
し
尿
収
集
の
申
し
込
み
は

お
早
め
に
！
〕

し
尿
収
集
業
務
を
担
当
し
て
き

た
7
長
岡
市
環
境
衛
生
公
社
が
３

月
末
に
解
散
し
、
４
月
か
ら
環
境

業
務
課
が
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

４
月
は
し
尿
収
集
の
申
し
込
み

が
殺
到
し
ま
す
。
余
裕
を
持
っ
て

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
7
長
岡
市
環
境
衛
生

公
社
1
24
・
９
３
１
０

〔
引
っ
越
し
な
ど
で
大
量
に
ご
み

が
出
た
ら
？
〕

引
っ
越
し
に
伴
う
ご
み
は
、
出

す
時
間
、
場
所
、
分
別
を
守
っ
て

計
画
的
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

一
度
に
大
量
の
ご
み
が
出
る
と

3 0

日
時
＝
４
月
１
日
a
〜
７
日
g
（
２
日
休

館
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
　
会
場
＝
美

術
セ
ン
タ
ー
（
中
央
図
書
館
２
階
）

問

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

〔
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
〕

最
近
、
野
良
猫
が
ご
み
置
き
場

を
荒
ら
し
た
り
、
家
に
入
り
込
ん

だ
り
す
る
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

心
な
い
飼
い
主
に
よ
り
、
捨
て
ら

れ
る
猫
が
増
え
て
い
る
た
め
で
す
。

新
し
い
「
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
む
や

み
に
飼
い
猫
を
捨
て
る
と
飼
い
主

が
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
繁
殖
を
望
ま

な
い
場
合
は
避
妊
や
去
勢
を
お
薦

め
し
ま
す
。

〔
有
償
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

お
譲
り
し
ま
す
〕

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
に
設
置

し
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
コ
ー
ナ

ー
が
次
の
期
間
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」の

中
間
処
理
施
設
と
あ
わ
せ
、
こ
の

機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
環
境
業
務
課
1
24・
２
８
３
７

か
ら
の
お
知
ら
せ

●
バ
イ
ク
等
の
税
金
は

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す

１
２
５
㏄
以�
下
の
バ
イ
ク
・�
農
耕
車
・
小�
型
特
殊
車
等�

二
輪�

１
２
５
㏄
超
〜�

２
５
０
㏄
以
下�

二
輪�

２
５
０
㏄
超�

三
輪
・
四
輪�

６
６
０
㏄
以
下�

区
　
分�

届  

け  

出  

先�

市
役
所
市
民
税
課�

 
†
39
・
２
２
１
２�

全
国
軽
自
動
車
協
会�

連
合
会
長
岡
分
室�
 
†
23
・
３
１
１
５�

新
潟
陸
運
支
局
長
岡�

自
動
車
検
査
登
録
事�

務
所
†
22
・
１
１
３
１�

軽
自
動
車
検
査
協
会�

長
岡
支
所�

 
†
22
・
０
５
５
５�

上位所得者� 一　　般� 市民税非課税世帯�

４回目以降の限度額�

上位所得者＝国民健康保険加入者の所得合計が、年額670万円を超える世帯�

121,800円� 63,600円�

35,400円�

  70,800円� 37,200円� 24,600円�

過去12カ月以内に、
同じ世帯で高額療
養費の支給を受け
た回数が３回までの
限度額�

医療費が609,000円
を超えたときは、超
えた分の１％を加算�

医療費が318,000円
を超えたときは、超
えた分の１％を加算�

●
高
額
療
養
費
を
ご
存
じ
で
す
か

市議会を傍聴しませんか
市議会の本会議や委員会は、公開されています。

みなさん、気軽においでください。
市議会３月定例会の日程は次のとおりです。

時　間 本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定　員 本会議65人（車いす２人含む）
委員会７人

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

▲ＩＤＳ大賞
「スグラ」（安達紙器工業1）
雪道にはまったときタイヤ
の下に敷いて空転を防ぐため
のシートで、再生紙が原料。

▲ＩＤＳ奨励賞
「ポータブルハンガー」
（東京ロストワックス工業）
柄が伸縮する携帯サイズ
のハンガー。

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

■
長
岡
・
モ
デ
ナ
国
際
交
流

写
真
展
（
無
料
）

問い合わせ＝議会事務局13 9・2244

長
岡
の
２
作
品
が

Ｉ
Ｄ
Ｓ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

２
０
０
１
に
入
賞

二
月
十
六
日
、
7
新
潟
県
生
活
文

化
創
造
産
業
振
興
協
会
主
催
の
「
Ｉ

Ｄ
Ｓ
（
イ
デ
ス
）
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
０
１
」
が
開
か
れ
、

デ
ザ
イ
ン
開
発
や
商
品
化
に
取
り
組

む
県
内
の
企
業
や
団
体
の
出
品
作
七

十
一
点
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
長
岡
市
内
の
企
業
が

出
品
し
た
二
作
品
が
見
事
入
賞
し
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

市議会３月定例会の日程


